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宣
統
三
年
(
一
九
一
一
)
、
辛
亥
革
命
勃
発
直
前
に
日
本
人
妻
信
子
(
旧
姓

羽
太
)
を
伴
っ
て
帰
国
し
た
周
作
人
は
、
翌
年
中
華
民
国
成
立
後
、
漸
江
省
教

育
司
視
学
、
紹
興
県
教
育
会
会
長
、
漸
江
省
立
第
五
中
学
英
語
教
師
な
ど
を
歴

任
す
る
。

紹
興
に
い
る
の
に
「
厭
き
た
」
周
作
人
は
、
北
京
で
の
役
所
勤
め
を
希
望
し

て
北
京
政
府
教
育
部
に
勤
務
し
て
い
る
兄
の
魯
迅
に
職
捜
し
を
依
頼
す
る
。
民

国
三
年
(
一
九
一
四
)
八
月
、
周
作
人
が
北
京
大
学
で
英
文
学
を
担
当
す
る
話

が
、
兄
弟
の
日
本
留
学
時
代
以
来
の
友
人
で
当
時
北
京
清
史
館
編
修
を
勤
め
て

い
た
朱
遁
先
(
希
祖
)
か
ら
魯
迅
に
あ
っ
た
が
、
魯
迅
は
自
分
の
一
存
で
辞
退

し
た
。
周
作
人
に
は
何
故
か
当
時
こ
の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
魯
迅
が

独
断
で
話
を
断
っ
た
理
由
を
、
周
作
人
は
「
魯
迅
は
自
分
[
周
作
人
]
が
、
大

学
で
英
文
学
を
教
え
る
能
力
が
な
く
、
ま
た
関
心
も
な
い
と
考
え
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
知
っ
て
お
り
」
と
推
測
し
て
い
る
が
(
『
知
堂
回
想
録
』
一

O
四
「
離

郷
の
途
次
(
一
)
」
)
、
魯
迅
に
好
意
的
に
そ
の
心
中
を
付
度
す
る
に
、
当
時
は

表
世
凱
の
恐
怖
政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
危
険
な
北
京
に
弟
を

呼
ぶ
の
を
障
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
こ
れ
も
周
作
人
の
求
め
に
応
じ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
民
国
六
年

(
一
九
一
七
)
二
月
か
ら
魯
迅
は
周
作
人
が
北
京
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
奔
走

し
、
北
京
大
学
校
長
察
元
培
へ
の
推
薦
が
奏
功
し
て
同
大
学
に
務
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
同
月
二
十
八
日
、
そ
の
旨
紹
興
に
伝
え
た
。
三
月
二
十

L
ム
が川
l

，{;九
主欠

裕

岡

五
日
に
第
五
中
学
の
同
僚
に
よ
る
送
別
会
が
紹
興
偏
門
外
快
閣
の
花
園
で
開
催

さ
れ
、
同
月
二
十
七
日
に
船
で
出
発
し
た
。
翌
日
曹
蛾
で
汽
車
に
乗
り
替
え
、

寧
波
か
ら
船
で
上
海
に
渡
り
、
汽
車
で
南
京
を
経
由
し
て
四
月
一
日
に
北
京
に

着
い
た
。
途
中
寧
波
ま
で
三
弟
建
人
と
家
僕
王
鶴
照
(
招
)
が
付
き
添
い
、
同

地
で
は
海
軍
士
宮
と
し
て
軍
艦
に
乗
船
し
て
い
た
伯
升
叔
(
文
治
)
と
面
会
し

た
(
伯
升
は
翌
年
一
月
寧
波
に
て
病
卒
)
。

さ
て
折
し
も
北
京
行
の
話
が
進
ん
で
い
る
時
、
同
年
二
月
二
十
一
日
、
同
族

の
叔
祖
根
生
(
慶
蕃
)
が
亡
く
な
っ
た
。
同
日
『
周
作
人
日
記
L

に

「楓
生
公

卒
。
今
朝
始
め
て
知
る
。
二
時
に
亡
く
な
っ
た
云
々
と
い
う
」
と
あ
る
。
撤
生

は
周
家
の
子
弟
の
江
南
水
師
学
堂
へ
の
入
学
を
世
話
し
て
く
れ
た
人
物
だ
が

(同
学
堂
管
輪
堂
監
督
兼
国
文
教
習
。
の
ち
監
督
の
職
を
は
ず
さ
れ
単
に
国
文

教
習
と
な
り
、
最
後
は
罷
免
さ
れ
帰
郷
。
紹
興
府
学
堂
総
耕
[
監
督
一
に
。
朱

仲
華
の
塾
師
)
、
そ
の
頑
迷
固
阻
な
道
教
思
想
が
周
作
人
や
兄
の
魯
迅
な
ど
に

忌
み
嫌
わ
れ
た
。

発
病
は
同
月
四
日
か
。
同
日
の
『
周
作
人
日
記
』
に
「
夜
、
概
公
が
ち
ま
き

を
食
べ
て
喉
が
詰
ま
る
」
と
あ
る
。

周
作
人
は
楓
生
が
亡
く
な
っ
た
翌
日
の
二
十
二
日
、
そ
の
息
子
の
仲
期
叔

(
鳳
直
。

賭
け
麻
雀
仲
間
)
に
頼
ま
れ
て
韓
聯
を
代
作
し
て
い
る
。
同
日
『
周

作
人
日
記
』
に
「
夜
、
根
生
公
の
納
棺
。
お
別
れ
に
行
く
。
い
つ
に
な
く
ひ
っ

そ
り
静
ま
り
か
え
っ
て
お
り
、
悲
嘆
に
く
れ
る
。
仲
朔
叔
に
軌
聯
を
作
っ
て
く
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れ
る
よ
う
頼
ま
れ
、
作
る
。
日
く

[略
。
後
掲
]
。
佳
作
と
は
言
え
な
い
が
、

適
切
で
は
あ
る
」
と
あ
る
。
一
該
執
聯
は
次
の
通
り
。

⑮ 

代
族
叔
挽
父
聯

〈民
国
六
年
二
月
二
十
二
日
代
作
)

数
十
年
鞠
養
助
労
、

真
是
恩
並
実
天
、

至
今
飽
食
暖
衣
、

固
無
弗
尽
由
慈
蔭。

廿
余
日
滝
延
床
第
、

遠
爾
痛
興
風
木
、

併
此
畷
寂
飲
水
、

亦
不
容
長
報
春
嘩
。

固 至 真 数
よ今に十
り 是年
尽飽の
く食層、鞠1
慈暖養
蔭衣実3に
にす天助ク
由 る に 労
らは並し
ざ ぶ
る
な
し

亦此謹5廿
を爾2余

春併に 日
嘩は
にせ 痛 床
報れく第シ
ゆば風に
る 木、 滝
を 諜i興 延
長をるし
く畷
すり
る水
はを
容2飲
さむ
れと
ずも

「
鞠
養
」
一
養
育
す
る
こ
と
。
こ
こ
は
子
を
養
育
、
教
育
す
る
意
。
「
制

労
」
一
苦
労
す
る
。
こ
こ
は
子
の
養
育
、
教
育
に
苦
労
す
る
意
。

「是
恩
」
一
起

句
に
言
う
、
子
を
養
育
、
教
育
し
て
く
れ
た
恩
。
「
並
」
一
匹
敵
す
る
。
「畏

天
」
一
広
大
な
天
空
、
転
じ
て
父
母
の
大
恩
。
こ
こ
は
前
者
。
「
至
今
日
今
に

な
っ
て
、
現
在
。
「
飽
食
暖
衣
」
一
生
活
に
不
自
由
し
な
い
こ
と
。
こ
こ
は
子
が

不
自
由
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
意
。

「
固
」
一
も
と
も
と
、
無
論
。
こ
こ
は

後
者
。
「
慈
蔭
し
い
尊
上
や
神
仏
の
庇
護
。
こ
こ
は
概
生
の
庇
護
の
意
。
「
廿
余

日
」
一
次
の
行
為
の
期
聞
を
言
う

(実
際
は
十
七
、
八
日
間
)
。
「
滝
延
」

一
長
く

逗
留
す
る
こ
と
。
こ
こ
は
病
人
に
付
き
添
う
意
。
『
知
堂
雑
詩
抄
』
で
は
「
滝

留
」
に
改
め
る
。

「床
第
三
上
面
を
竹
を
編
ん
で
作
っ
た
ベ
ッ
ド
。
『
知
堂
雑

詩
抄
』
で
は

「床
賛
」
(賓
の
子
を
敷
い
た
ベ
ッ
ド
)
に
改
め
る
。

「謹
爾
」
一

突
然
。

「痛
」
一
ひ
ど
く
、
程
度
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
言
う
。
「
風
木
」
一
風
樹
に

同
じ
。
親
が
亡
く
な
っ
て
孝
行
の
で
き
な
い
嘆
き
。
「
併
比
三
。
「
畷
寂
飲

水
」
一
豆
の
粥
を
畷
り
水
を
飲
む
こ
と
。
転
じ
て
貧
し
い
暮
ら
し
を
す
る
意
。

最
初
「
菜
糞
読
食
」

(粗
末
な
食
事
〉
と
し
た
が
、
日
記
の
割
注
で
こ
の
よ
う

に
改
め
た
。
の
ち
『
知
堂
雑
詩
抄
L

で
更
に
「
畷
粟
飲
水
」
に
改
め
る
。

「亦
L

一
現
代
中
国
語
の
「
也
」
に
当
た
る
。
寸容
L

許
す
、
許
可
す
る
。
「
長

報
」
一
報
い
る
こ
と
を
先
に
延
ば
す
。
「
春
障
し
一
春
の
陽
光
、
転
じ
て
父
母
の

庇
護
、
思
愛
。
こ
こ
は
後
者
。

訳

族
叔
に
代
わ

っ
て
父
親
を
悼
む
聯

数
十
年
間
養
育
に
苦
労
し
続
け
た

そ
の
恩
は
誠
に
天
の
如
く
広
大
だ

今
何
不
自
由
な
く
暮
ら
せ
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
く
全
て
庇
護
の
賜

二
十
日
余
り
竹
編
み
寝
台
に
添
い

俄
か
に
死
に
遭
い
悲
嘆
に
暮
れ
る

不
孝
が
加
わ
り
幾
ら
貧
乏
し
て
も

報
思
は
い
つ
ま
で
も
延
ば
せ
な
い

韓
聯
に
こ
と
よ
せ
て
道
教
思
想
に
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
頑
迷
な
楓
生
を
調
刺

し
て
い
る
と
も
取
れ
そ
う
な
内
容
で
あ
る
。

同
月
二
十
三
日
、
周
作
人
は
自
ら
執
聯
を
詠
ん
で
い
る
。
同
日
『
周
作
人
日

記
』
に
「
根
生
公
を
悼
む
聯
を
作
る
。
日
く

[略
。
後
掲
]。

や
や
佳
い
」
と

あ
る
。
該
軌
聯
は
次
の
通
り
。
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挽
堂
叔
祖
槻
生
公
聯
(
民
国
六
年
二
月
二
十
三
日
)

白
門
随
侍
、

曾
幾
何
時
。

憶
当
年
惟
後
読
書
、

縞
聴
笑
言
猶
在
耳
。

玄
室
永
潜
、

遂
不
復
返
。

対
此
日
堂
前
設
集
、

追
懐
壁
面
教
一
傷
神
。

五

矯当曾白
か 年 て 門
に惟ィ に
聴き後幾Y随
き?と何?侍
し て の す
笑読時る
言 書 か は

す
5酋る
ほを
耳憶
にす
在る
りに

警 此 遂 玄
款のに室
を日復まに
追にた永
懐対返潜
し し ら し
て堂ず
一 円日

Tこに

び実3
傷を
神 設
すく

「白
門
」
一
南
京

(
金
陵
)
。
「
随
侍
L

一
側
に
侍
る
。
こ
こ
は
周
作
人
が
江
南

水
師
学
堂
入
学
当
初
叔
祖
根
生
の
部
屋
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
を
い
う
。
「
幾

何
時
L

一
ど
れ
位
の
期
聞
か
。
こ
こ
は
反
語
で

「
幾
何
の
時
な
ら
ん
」
な
ど
と

読
み
、
短
期
間
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
か
も
し
れ
な
い
。
「
当
年
」
一
当
時
。
こ

こ
は
根
生
の
部
屋
に
同
居
し
て
い
た
当
時
の
意
。
「
惟
後
L

一
ベ
ッ
ド
の
惟
り
の

裏
側
で
の
意
。
「
霜
聴
」
一
盗
み
聞
き
す
る
。
「
笑
言
L

一
笑
声
や
話
声
。
こ
こ
は

根
生
の
笑
声
や
話
声
。
「
在
耳
」
一
耳
に
残
っ
て
い
る
。
「
玄
室
L

一
墓
室
。
「
永

潜
」
一
永
遠
に
潜
る
。
死
ん
だ
こ
と
を
い
う
。
「
対
此
日
L

一
こ
の
目
、
つ
ま
り

葬
式
の
日
に
向
け
て
。
「
堂
前
L

一
先
祖
の
神
像
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
神
堂
(
大

堂
、
大
堂
前
)
。
各
房
に
あ
る
堂
前
は
小
堂
前
と
呼
ば
れ
る
。
「
設
実
」
一
祭
壇

を
設
け
る
。
「
追
懐
」
一
追
憶
す
る
。
「
誓
款
」
一
-
咳
払
い
。
「
ご
二
度
、
ち
ょ

っ
と
。
「
傷
神
L

一
悲
し
み
嘆
く
。

周作人詩話323 

訳

堂
叔
祖
槻
生
公
を
悼
む
聯

る』

" 

密当ど金
か時れ陵
に惟在位で
聴のりの付

い後;聞き
た、、つで従
笑詰あっ
声 言 っ た
と し た の
重たかは
戸の
主を
正'l-田
ーム J己、

フ1: ¥，、

蘇宇
ると

玄
室
に
永
遠
に
潜
り
込
み

も
は
や
帰
る
こ
と
は
な
い

こ
の
日
に
向
け
て
神
堂
に
祭
壇
を
設
け
た

そ
の
警
咳
を
思
い
起
こ
し
て
悼
み
悲
し
む

周
作
人
が
紹
興
を
離
れ
た
日
が
丁
度
根
生
公
の
五
七
日
に
当
た
り
、
周
作
人

は
昼
に
お
参
り
に
行
き
、
夕
刻
に
苗
日
蛾
行
き
の
船
に
乗
っ
た
。

周
作
人
は
民
国
六
年
四
月
、
上
京
し
て
察
元
培
北
京
大
学
校
長
に
会
い
、
予

科
国
文
作
文
の
担
当
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
周
作
人
は
力
不
足
を
理
由
に
固
辞
し

て
帰
郷
の
意
志
を
伝
え
、
結
局
暫
定
的
に
北
大
付
設
の
国
史
編
纂
処
(
付
属
図

書
館
内
)
に
編
纂
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
(
英
文
資
料
の
収
集
担
当
)
。

宿
泊
先
は
紹
興
県
の
同
郷
会
館
た
る
紹
興
県
館
(
旧
山
会
巴
館
。
北
京
宣
武
門

外
西
城
南
半
裁
胡
同
路
西
に
あ
っ
た
)
内
の
補
樹
書
屋
。
魯
迅
と
の
同
居
で
あ

っ
た
。

同
年
五
月
頃
に
二
十
日
余
り
麻
疹
を
病
む

(五
月
八
日

1
六
月
四
日
)。

同
年
七
月
、
い
わ
ゆ
る
張
動
の
復
僻
事
件
に
遭
遇
す
る
。
張
動
は
清
朝
の
遺
臣

で
あ
り
、
繋
元
洪
大
総
統
率
い
る
北
洋
軍
闘
の
力
を
背
景
に
清
朝
最
後
の
皇
帝

薄
儀

(宣
統
帝
。
当
時
十
一
歳
〉
を
担
ぎ
出
し
清
朝
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て

事
件
を
起
こ
す
が
、
僅
か
二
週
間
で
国
務
院
総
理
段
棋
瑞
派
に
鎮
圧
さ
れ
る

(七
月
一
日

1
同
月
十
二
日
)
。
魯
迅
は
事
件
に
憤
激
し
て
辞
職
し
、
三
日
に

教
育
部
に
行
き
同
僚
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
て
い
る
。
六
日
か
ら
市
内
の
住
民
の

避
難
が
始
ま
り
、
翌
七
日
午
前
に
故
宮
が
段
棋
瑞
派
の
北
京
南
苑
航
空
学
校
航
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空
隊
に
爆
撃
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
周
氏
兄
弟
は
斉
宗
蹟
の
助
け
を
得
て
東
城

船
板
胡
同
の
新
華
飯
居
に
避
難
す
る

(七
日

1
十
四
日
)。

兄
弟
は
復
僻
事
件

に
衝
撃
を
受
け
煩
悶
す
る
が
、
そ
の
衝
撃
の
大
き
さ
と
煩
悶
の
深
さ
は
七
月

一

日
の

『周
作
人
日
記
』
に
「
夜
、
酒
を
飲
み
、
大
い
に
酔
う
。
酔
魚
乾

[酒
に

浸
し
て
干
し
た
魚
]
を
食
べ
る
。
銘
伯
先
生
が
届
け
て
く
れ
だ
も
の
だ
」
と
あ

る
こ
と
に
も
伺
わ
れ
る
。

参
考
の
た
め
、
以
下
に
事
件
が
起
き
て
か
ら
兄
弟
が
避
難
先
か
ら
帰
館
す
る

ま
で
の
兄
弟
の
日
記
を
列
挙
す
る

(原
文
。
前
者
は
『
周
作
人
日
記
へ
後
者

は
『
魯
迅
日
記
』
。
ゴ
チ
ッ
ク
は
旧
紹
興
府
人
)。

一
日

一
日
曜
。
陰
晦
。
上
午
得
件
七
日
喬
風
[
三
弟
建
人
。
紹
興
在
住
]
函
、

集
。
閲
チ

エ
ホ

フ
作
可
愛
イ
人

一
過
。
又
閲
露
国
現
代
文
学
。
下
午
許

銘
伯

[
許
寿
裳
の
長
兄
]
、

季
上

[許
寿
裳
。
教
育
部
参
事
]
二
先
生

来
談
。
晩
飲
酒
、
大
酔
。
喫
酔
魚
干
、

銘
伯
先
生
所
送
也
。
(
張
動
復

辞〕一
回
雲
。
星
期
休
息
。
上
午
往
留
蒙
廠
買
劉
平
周
造
象
一
分
共
四
枚
、
直

弐
元
、
添
入
逢
略
、
羅
費
奴
造
象
各

一
枚
。
少
頃
遭
雨
便
帰
。
下
午
晴
。

銘
伯
先
生
来
。
季
市

[
許
寿
裳
]
遺
魚
干

一
器。

一
一日
一
晴
。
上
午
紫
侃

[
宋
子
侃
。
京
師
図
書
館
分
館
勤
務
]
来
談
。
下
午

傾
南
社
詩
文
録
数
本
閲
以
消
遣
。

霞
卿
[
李
霞
卿
。

北
京
大
学
国
文
系

学
生
]
来
。
晩
張
協
和

[教
育
部
勤
務
]、

商
契
衡

[北
京
図
書
館
勤

務
]
二
君
来
談
、
託
商
君
還
大
学
書
二
部
。
夜
雨
。

一
晴
。
上
午
収
六
月
奉
泉
三
百
。
銭
均
甫
[
銭
家
治
。
教
育
部
勤
務
]

代
買
江
蘇
碑
拓
十
八
枚
、
直
九
元
。

三
日
一
雨
。

上
午
寄
家
信
、
忘
列
号
。
斉
寿
山

[
斉
宗
願
。
教
育
部
勤
務
]
、

許
季
上
二
君
来
談
。
午
飲
酒
。
下
午
往
訪
銘
伯
先
生
。
晩
紫
侃
、
震
卿

来
、
還
霞
卿
講
義
両
本
。
得
大
学
会
計
課
函
。

一
雨
。
上
午
赴
部
与
傍
輩
別
。
午
晴
。
斉
寿
山
来
。

四
日
一
晴
。
上
午
得
三
十
日
家
信
。
往
交
民
巷
日
郵
局
寄
羽
太
函
、
丸
善
東

京
堂
伊
文
思
函
。
至
大
学
収
六
月
半
月
俸
、
中
八
交
二。

訪
商
君
。
出

至
青
林
堂
買
点
心
。
午
返
。
下
午
客
来
。
還
紫
侃
書
詑
。
晩
飲
酒
。
風
、

梢
涼
。
十
二
時
後
睡
。

一
晴
。
上
午
銘
伯
先
生
来
。
下
午
戴
螺
齢
[
戴
克
譲
。
教
育
部
勤
務
]
、

許
季
上
来
。
晩
協
和
来
。

五
日
一
晴
。
上
午
客
来
。

企
華
[
溝
淵
。
教
育
部
勤
務
]
送
茶
葉

一
斤
。
下

午
食
ジ
ャ
ム
・
サ
ン
ド
ヰ
チ
、
在
青
林
堂
所
買
、
大
臣
、
値
一

・
三。

文
キ
ャ
ラ
メ
ル

一
臣
、
値
・
七
円
也
。
寄
家
信

(
廿
九
)
、
不
標
番
号
。

一
晴
。
念
欽

[陶
念
卿
。
京
師
図
書
館
勤
務
]
先
生
来
。

潜
企
幸
遺
著

一
包
。
下
午
訪
銘
伯
先
生
。

六
日

一
晴
。
下
午
客
来
談
。
傍
晩
悶
熱
。
菖
蒲
楼
謝
某
携
妾
住
希
賢
閣
下
、

同
館
群
起
難
之
、
終
不
肯
去
。
久
ミ
始
由
甘
某
調
停
、
暫
住
一
タ
云
。

聞
談
至
一
時
半
睡
。
夜
涼
用
被
。

一
晴
。
午
後
季
上
来
。
夜
大
風
、
雷
電
且
雨
。

七
日
一
晴
。
上
午
有
飛
機
榔
弾
子
宮
城
。
十

一
時
同
大
喜

[魯
迅
]
移
居
東

城
船
板
胡
同
新
華
飯
庄
。

一晴、

熱
。
上
午
見
飛
機
。
午
斉
寿
山
電
招
、

同
ニ
弟
[
周
作
人
]
移

寓
東
城
船
板
胡
同
新
華
旅
館
、
相
識
者
甚
多
。

八
日

一
陰
。
下
午
日
出
。
晩
雨
。

一
陰
。
晩
雨
。

九
日一

陰。

上
午
寄
家
信
。

由
日
郵
不
通
、
改
託
斉
君
打
電
報
至
家
。
文
往

青
林
堂
買
点
心
。
夜
庄
中
人
警
備
、
云
聞
槍
声
。

一
陰
。
下
午
発
電
告
家
平
安
。
夜
間
槍
声
。

十
日
一
晴
。
下
午
徐
坤

[
斉
坤
の
誤
記
。
紹
興
県
館
の
小
使
い
の
長
男
で
、



五

周
氏
兄
弟
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
た
]
来
。
得
津
門
二
日
函
。

傍
晩
雷
雨
。

一
晴
。
芳
晩
雷
雨
。

十
一
日
一
晴
。
上
午
往
巷
口
買
京
報
。
下
午
紫
侃
来
談
。

一
晴
。
下
午
紫
侃
来
。

十
二
日
一
晴
。
長
四
時
半
聞
槍
砲
声
、
下
午
二
時
頃
止
。
間
天
壇
諸
処
皆
下
、

復
辞
之
事
凡
十
一
日
半
而
了
長
。
出
至
八
宝
胡
岡
、
擬
買
点
心
、
値

庖
問
。
至
崇
文
門
大
街
亦
然
、
遂
返
。
晩
同
大
寄
至
義
興
局
[
斉
寿

山
の
家
が
東
接
楕
胡
同
に
開
設
し
て
い
た
穀
物
食
糧
販
売
庄
]
喫
飯
、

(以
)
庖
中
居
奇
也
。

一
晴
。
長
四
時
半
開
戦
声
甚
烈
、
午
後
二
時
許
止
。
事
平
、
但
多
謡

言
耳
。
寛
食
甚
難
。
晩
同
王
華
祝
[
王
道
元
。
京
師
学
務
局
勤
務
]
、

張
仲
蘇
[
張
謹
。
京
師
教
育
局
勤
務
]
及
ニ
弟
往
義
興
局
覚
斉
寿
山
、

得
一
餐
。

十
三
日
一
晴
。
上
午
同
大
寄
往
訪
銘
伯
、
季
葺
[
許
寿
裳
]
二
君
。
飯
後
至

館

一
転
。
得
五
日
家
信
及
大
学
函
。
下
午
陰
。
寄
家
信
、
控
号
、
又

京
報
一
張

(信
忘
列
号
〉
。
三
時
後
回
底
。
途
中
見
中
華
門
肩
復
鯨

上
、
五
色
薪

[中
華
民
国
の
国
旗
、
青
天
白
日
旗
]
東
城
己
有
、
城

外
未
見
。
晩
飲
酒
。
夜
甚
熱
。

一
晴
。
上
午
同
二
弟
訪
許
銘
伯
、
季
市
、
餐
後
回
寓
小
句
留
。
潜
企

辛
来
訪
。
下
午
何
回
新
華
旅
館
宿
。
得
宋
知
方
[
宋
崇
義
]
信
。

十
四
日
一
晴
。
上
午
十
時
先
返
寓
。
大
喜
随
亦
来
。
令
徐
坤
往
取
鋪
蓋
来
。

途
中
五
色
餅
己
遍
。
改
賂
竹
簾
子
補
樹
書
屋
門
外
、
較
佳
。
夜
睡
不

甚
安
。

一
晴
。
時
局
小
定
。
与
二
弟
倶
還
邑
館
。

周
作
人
は
事
件
後
の
七
月
二
十

一
日
に
復
酔
事
件
を
調
刺
し
た
七
絶
二
首
を
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詠
む
が
、
恐
ら
く
筆
禍
を
恐
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
、
発
表
す
る
こ
と

な
く
秘
蔵
さ
れ
た

(当
日
の
『
周
作
人
日
記
L

に
は
「
曇
り
。
午
前
雨
。
終
日

晴
れ
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
)。

作
者
は
二
十
年
後
に
反
故
紙
を
整
理
し
て
い
て
偶
然
本
詩
を
か
発
見
。
し
、

随
筆
「
丁
巳
旧
詩
」
を
書
い
た
。『
知
堂
回
想
録
ι

一
一
四
「
復
酔
前
後

(三
)」
に
よ
れ
ば
該
文
は
次
の
通
り
。

た
ま
た
ま
二
十
年
前
の
反
故
紙
を
整
理
し
て
い
て
、
紙
の
山
か
ら
七
言

絶
句
が
二
首
書
か
れ
て
い
る
紙
片
を
見
つ
け
た
。
そ
の
詩
は
[
略
。
後

掲
]
(そ
の

一
)
[略
。
後
掲
]
(そ
の
二
)
と
い
う
。
文
末
に
、
六
年
七

月
二
十
一
日
、
と
記
し
て
あ
る
。
詩
の
内
容
と
年
月
日
か
ら
、
張
動
の
復

辞
の
戦
い
の
後
の
作
と
分
か
る
。
旧
日
記
を
調
べ
る
と
、
七
月
二
十

一
日

の
項
に
は
、
曇
り
、
午
前
雨
、
終
日
晴
れ
ず
、
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
十
八
日
に
は
、
丸
善
書
屈
が
五
日
に
送
っ
た
ラ
ウ
フ
ェ
ル
著
『
支
那

土
偶
考
』
第
一
部
一
冊
受
け
取
る
、
と
あ
る
。
詩
の
中
で
繕
い
た
と
言
っ

て
い
る
の
は
こ
の
本
で
あ
る
。
書
斎
に
は
六
朝
の
土
偶
が
少
し
あ
る
が
、

こ
れ
は
一
個
の
塊
り
で
あ
り
繕
け
な
い
。
張
動
の
率
い
る
醗
髪
兵
は
天
壇

チ
エ
ン

に
駐
留
し
、
戦
い
に
破
れ
た
後
、
単
身
で
東
交
民
巷
に
逃
げ
込
ん
だ
。
前

門
は
商
工
会
議
所
の
所
在
地
で
あ
り
、
話
の
内
容
は
残
念
な
が
ら
も
う
詳

ら
か
に
で
き
な
い
。
た
ぶ
ん
当
時
奇
論
、
怪
話
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
だ

ろ
う。

第
二
首
に
言
う
南
天
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
こ
れ
も
今
と
な

っ
て
は
も
う
記
憶
に
な
い
。
当
時
南
半
裁
胡
同
の
旧
巴
館

[山
会
邑
館
]

に
寄
寓
し
て
お
り
、
中
庭
に
棋
の
大
木
が
あ
っ
た
。
言
い
伝
え
で
は
、
昔

さ
る
同
郷
人
が
家
族
と
一
緒
に
こ
の
邑
館
に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
妾
が

こ
の
木
の
下
で
首
を
吊
っ
た
た
め
、
の
ち
に
、
館
内
に
女
の
家
族
は
住
め

な
い
、
と
い
う
決
ま
り
を
設
け
た
と
い
う
。
夏
に
な
る
た
び
に
塊
の
木
の

下
は

一
面
尺
取
虫
だ
ら
け
に
な
り
、
そ
の
尺
取
虫
が
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
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繭
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
あ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
つ
棟
繭
未
成
秋
葉

老
」
]
。
菖
蒲
楼
[
旧
会
稽
県
]
の
人
、
謝
甲
が
妾
を
連
れ
て
避
難
し
て
来

た
の
を
見
て
、
館
の
住
人
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
か
ら
か
っ
た
た
め
、
庭

の
外
で
言
い
争
い
が
起
こ
り
、
最
後
は
力
尽
き
声
も
渇
れ
て
し
ま
っ
た
。

甘
乙
[
甘
元
顧
]
が
出
て
来
て
仲
裁
し
、
二
泊
だ
け
許
可
す
る
こ
と
に
な

っ
て
、
や
っ
と
こ
と
は
収
ま
っ
た
。
乙
は
内
務
部
の
司
官
で
、
魯
迅
の
三

味
書
屋
の
同
窓
生
で
あ
る
。
彼
は
よ
く
自
分
の
幼
な
子
に
『
古
文
観
止
L

の
読
書
を
強
い
、
朝
出
か
け
夕
方
に
帰
館
し
た
折
り
に
、
遠
く
か
ら
そ
の

悲
し
げ
な
読
み
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
哀
れ
を
誘
っ
た
。
私
自
身
か
つ
て

家
塾
で
読
書
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
古
文
を
読
む
声
が
こ
れ
ほ
ど
悲

し
げ
で
痛
ま
し
い
も
の
だ
と
は
意
外
に
も
知
ら
な
か
っ
た
。
棋
の
繭
か
ら

当
時
の
邑
館
を
思
い
出
し
、
以
上
の
こ
と
に
話
が
及
ん
だ
。
事
柄
は
些
末

だ
が
記
録
に
と
ど
め
る
価
値
は
あ
る
。
二
十
年
余
り
も
前
の
こ
と
は
多
く

「
軽
塵
日
を
過
ぐ
」
る
が
如
く
で
、
も
は
や
影
を
留
め
て
い
な
い
が
、
た

ま
た
ま
一
、
こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

文
中
の
謝
甲
の
会
館
へ
の
避
難
や
自
分
た
ち
が
他
所
に
避
難
し
よ
う
と
し
た

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
周
作
人
は
「
復
辞
前
後
(
三
)
」
で
引
き
続
き
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

謝
甲
の
こ
と
に
つ
い
て
、
守
魯
迅
日
記
』
に
は
全
く
記
載
が
な
い
が
、

私
の
日
記
に
は
や
や
詳
し
く
記
し
て
あ
る
。
そ
の
文
に
「
六
日
晴
。
下
午

に
客
が
来
て
話
す
。
夕
方
に
蒸
し
暑
く
な
る
。
菖
蒲
撲
の
謝
某
が
妾
を
連

れ
て
避
難
し
て
来
て
、
希
賢
閣
の
階
下
に
居
座
っ
た
の
で
、
館
の
住
人
が

一
斉
に
立
ち
上
が
っ
て
難
詰
し
た
が
、
最
後
ま
で
出
て
い
く
の
を
承
知
し

な
か
っ
た
め
、
甘
潤
生
[
甘
元
瀬
]
が
調
停
し
、
一
晩
の
宿
泊
を
認
め
た
。

閑
談
し
、
一
時
半
に
寝
る
」
と
あ
る
。
当
時
私
た
ち
は
、
会
館
が
往
来
の

少
な
い
地
に
あ
り
、
余
り
安
全
で
な
い
と
感
じ
た
の
で
、
東
城
に
避
難
し

ょ
う
と
考
え
た
が
[
七
日
に
兄
弟
は
東
城
船
板
胡
同
の
新
華
飯
庖
に
避
難

し
、
十
四
日
に
帰
館
]
、
一
方
で
会
館
に
避
難
し
よ
う
と
考
え
た
者
も
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
各
人
の
見
方
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
ら
は
正
し
く
魯
迅
が
「
懐
旧
」
[
魯
迅
の
習
作
小
説
]
の
中

で
記
し
て
い
る
「
避
難
者
の
多
く
が
何
櫨
の
人
で
、
蕪
市
を
目
指
し
て
来

た
の
だ
が
、
逆
に
蕪
市
の
住
民
は
争
っ
て
何
櫨
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
い
っ
た
状
況
と
同
じ
で
あ
る
。
北
京
市
商
工
会
議
所
は
一
貫
し
て

「
懐
古
」
の
情
が
強
く
、
と
り
わ
け
満
清
に
未
練
を
残
し
て
い
た
。
多
分

久
し
く
皇
帝
の
お
膝
下
で
暮
ら
し
て
き
た
た
め
、
こ
う
し
た
性
向
が
で
き

上
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
は
恐
ら
く
、
ま
た
ま
た
何
か
議
論
を
発
し

て
清
室
の
た
め
に
弁
解
し
て
や
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
だ
が
こ
れ
も
別

段
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
「
討
逆
軍
」
が
勝
利
を
収
め
た
の
で
、

そ
の
総
司
令
[
段
棋
瑞
]
は
従
来
通
り
自
分
の
内
閣
の
総
理
職
に
留
ま
る

こ
と
が
で
き
た
し
、
彼
に
替
わ
っ
て
火
中
の
栗
を
拾
っ
た
あ
の
猿
[
張

動
]
は
火
傷
を
負
っ
て
逃
げ
去
っ
た
か
ら
、
追
求
す
る
ま
で
も
な
か
っ
た
。

要
す
る
に
、
こ
の
復
酔
事
件
は
雨
散
無
消
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、

商
工
会
議
所
が
清
帝
室
の
た
め
に
無
実
の
罪
を
訴
え
て
や
っ
た
の
は
、
余

計
な
こ
と
で
あ
り
、
田
鶏
(
食
用
の
青
蛙
〉
の
一
陣
の
叫
び
と
変
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

周
作
人
た
ち
も
こ
の
時
北
京
以
外
の
地
へ
の
避
難
を
考
え
た
が
、
資
力
が
な

く
、
仕
方
な
く
北
京
に
留
ま
っ
た
と
い
う
(
前
掲
書
一
一
三
「
復
酔
前
後

(
一

一
)

L
)

。

⑩ 

丁
巳
旧
詩

(
七
絶
二
首
。

民
国
六
年
七
月
二
十
一
日
)

天
壇
未
酒
孤
臣
血
、

未
だ
孤
臣
の
血
を
酒
さ
ざ
れ
ば

天
壇



地
害
難
招
帝
子
魂
。

一
覚
蒼
黄
中
夜
夢
、

又
聞
蛙
蛤
吠
前
門
。

又一地
聞覚書3
くすよ

り
蛙ご蒼帝
蛤手黄子
の中の
前Eの魂
門1夜を
にノ夢招

吠き
ゅ 難
るし
を

五

丁
巳

一
民
国
六
年
の
干
支
。
「
天
壇
」
一
北
京
の
南
部
外
城
に
あ
る
天
を
祭
っ

た
祭
壇
。
張
動
の
率
い
る
耕
髪
兵
が
段
棋
瑞
派
の
李
長
泰
の
軍
隊
に
押
さ
れ
て

駐
留
し
た
場
所
。
天
壇
に
駐
留
し
た
の
は
天
命
或
い
は
天
子
(
皇
帝
)
の
命
を

受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
か
。
退
却
し
た

嬬
髪
兵
の
一
部
は
他
に
内
城
南
河
沿
の
張
動
宅
附
近
一
帯
に
も
駐
留
し
た
。

「
未
酒
血
L

一
血
が
流
れ
て
い
な
い
。
ろ
く
に
戦
火
を
交
え
な
か
っ
た
こ
と
を
言

う
。
「
孤
臣
」
一
支
援
が
な
く
孤
立
し
た
臣
下
。
こ
こ
は
張
動
と
そ
の
配
下
の
瞬

髪
兵
を
指
す
。
「
地
害
」
一
地
下
室
、
穴
蔵
。
こ
こ
は
墓
の
意
で
、
故
宮
の
こ
と

を
い
う
。
「
招
魂
」
一
死
者
の
霊
魂
を
呼
び
戻
す
こ
と
。
「
帝
子
」
一
皇
帝
の
御
子
。

こ
こ
は
清
朝
が
滅
び
た
後
も
故
宮
に
住
み
続
け
て
い
る
薄
儀
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
一
覚
」
一
や
や
目
覚
め
る
、
ま
ど
ろ
む
。
魯
迅
の
小
品
に
同
名
の
作
品
が
あ
る

(
『
野
草
』
所
収
)
。
「
蒼
黄
」一

慌
て
ふ
た
め
く
。
蒼
憧
に
同
じ
。
こ
こ
は
事

件
の
た
め
慌
て
ふ
た
め
く
の
意
。
「
夜
夢
」
一
夜
中
に
見
た
夢
。
「
又
」
一
更
に
加

え
て
、
ま
た
し
て
。
「
蛙
蛤
」

一
青
蛙

(
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
)
。
食
用
蛙
。
こ
こ

は
張
動
を
支
持
す
る
商
工
会
議
所
の
幹
部
た
ち
の
比
職
。
「
前
門
」
一
北
京
の
地

名
。
前
掲
「
復
辞
究
後
会
己
」
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
商
工
会
議
所
が
あ
っ
た

と
い
う
。

押
韻
字
は
魂
、
門
(
上
平
元
韻
)
。
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落
花
時
節
無
他
日
、

遥
望
南
天
有
涙
痕
。

槙
繭
未
成
秋
葉
老
、

落
花
は
時
節
に
他
日
無
く

遥
か
に
南
天
を
望
む
に
涙
痕
有
り

塊
繭
い
ま
だ
秋
葉
の
老
い
た
る
が
ご
と
き
に
は
成

閑
繕
土
偶
坐
黄
昏
。

閑Eら
かず

土
偶
を
繕
き
黄
昏

坐
す

「
落
花
」
一
花
が
落
ち
る

(時
期
は
晩
春
)
。
こ
こ
は
暗
に
張
動
の
復
酔
の
目

論
見
が
失
敗
し
た
こ
と
を
指
す
。
「
時
節
」
一
季
節
、
時
期
。
「
無
他
日
」

一
以
前

も
以
後
(
後
日
)
も
な
い
、
正
に
か
今
。
の
時
期
で
あ
る
、
の
意
。
「
南
天
L

一

南
方
の
空
。
こ
こ
は
故
郷
紹
興
の
方
角
の
空
。
「
有
涙
痕
」
一
涙
の
流
れ
た
跡
、

涙
が
流
れ
て
跡
が
で
き
る
こ
と
。
こ
こ
は
故
郷
や
故
郷
に
残
し
て
き
た
妻
子
の

こ
と
を
思
っ
て
涙
が
流
れ
る
。
明
代
(
弘
光
、
隆
武
、
永
暦
の
三
朝
)
を
描
い

た
野
史
『
南
天
痕
』
(
清
の
羅
凌
雪
撰
)
と
の
関
係
は
不
明
(
こ
の
場
合
「
遥

か
に
南
天
に
涙
痕
の
有
る
を
望
む
」
と
読
む
か
)
。
「
櫨
繭
」
一
棋
の
繭
。
こ
こ

は
紹
興
県
館
の
中
庭
に
あ
る
棋
に
つ
く
尺
取
虫
が
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
作
る
繭
。

「
秋
葉
老
」

一
秋
の
木
の
葉
(
落
葉
)
の
よ
う
に
枯
れ
朽
ち
る
こ
と
。
「
閑
L

一
長

閑
に
、
静
か
に
。
「
土
偶
」
一
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ウ
フ
ェ
ル
(
∞
ド
白
戸
恒
常
門
)
著

守
支
那
土
偶
孜
』
。
七
月
十
八
日
『
周
作
人
日
記
L

に
「
丸
善
が
五
日
に
発
送

し
た

F
E刊号一
n
E
R
R
C
m
q
出

m
R
2
3
H
を
一
冊
受
け
取
る
L

と
あ
り

(同
日
『
魯
迅
日
記
』
に
は

「
午
前
、
丸
善
よ
り
支
那
土
偶
孜
第
一
巻
一
冊
が

送
ら
れ
て
来
る
」
と
あ
る
)
、
ま
た
同
月
二
十
日
『
周
作
人
日
記
』
に
「
午
前
、

『
支
那
土
偶
孜
』
中
の
『
犀
児
排
』
を
読
む
し
と
あ
る
。
同
書
は
同
年
の
二
人

の
書
籍
購
入
目
録
の
う
ち
周
作
人
の
目
録
に
の
み
記
載
さ
れ
て
お
り
、
周
作
人

が
購
入
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ラ
ウ
フ
ェ
ル
に
は
他
に
の
E
ロ2
0

-U
0
3
0
ミ
0
同

匹
。
出
自
己
百
自
宅

(『漢
代
の
中
国
陶
器
』
)
等
が
あ
る
。
「
黄
昏
」
一
夕
方
。

日
が
落
ち
て
か
ら
真

っ
暗
に
な
る
ま
で
の
問
。
ち
な
み
に
周
作
人
に
、

日
本
留

学
時
代
の
こ
と
を
描
い
た
小
説
「
黄
昏
」
が
あ
る
(
未
発
表
。
原
稿
散
侠
。

『
知
堂
回
想
録
』
七
五
「
法
一
家
事
件
L

参
照
)。

押
韻
字
は
痕
、
昏

(
上
平
元
韻
)
。
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周
作
人
と
魯
迅
は
こ
の
復
僻
事
件
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
「
思
想
革
命
」

(
思
想
改
革
〉
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
そ
れ
ま
で
留
日
時
代
に
「
新
生
」
文
学

運
動
を
興
そ
う
と
し
て
失
敗
し
た
経
験
か
ら
、
内
容
的
に
は
共
感
し
な
が
ら
も

そ
の
実
現
を
危
ぶ
ん
で
冷
や
や
か
に
見
て
い
た
、
『
新
青
年
』
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
た
文
学
改
革
派
の
動
き
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に

は
留
日
時
代
以
来
の
友
人
銭
玄
同
(
中
季
)
の
勧
め
を
契
機
に
、
第
四
巻
第
一

号
(
一
九
一
八
年
一
月
)
以
降
使
用
言
語
が
文
言
か
ら
白
話
に
替
っ
た
新
生

『
新
青
年
』
に
投
稿
す
る
よ
う
に
な
る
。
魯
迅
は
白
話
短
編
小
説
「
狂
人
日

記
」
を
書
き
(
一
九
一
八
年
四
月
執
筆
。
『
新
青
年
L

第
四
巻
第
五
号
[
一
九

一
八
年
五
月
]
掲
載
)
、
周
作
人
は
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ラ
イ
テ
ス
の
評
論
「
ド
フ

ト
エ
ア
ス
キ
ー
の
小
説
」
(
「
陀
思
妥
夫
斯
奇
之
小
説
(
英
国
当
・
回
・
叶
号
2

作
)
」
。
同
年
九
月
十
四
日
筆
写
終
了
。
『
新
青
年
』
第
四
巻
第
一
号
掲
載
)
や

古
代
ギ
リ
シ
ャ
詩
人
テ
オ
ク
リ
ト
ス
の
「
牧
歌
第
十
両
個
割
稲
的
人
L

(

「古

詩
今
訳
吋

Z
o宵
芹

g
牧
歌
(
希
鵬
古
詩
)
」
。
一
九
一
七
年
十
一
月
十
八
日
に

題
記
と
訳
の
筆
写
終
了
。
『
新
青
年
』
第
四
巻
第
二
号
[
一
九
一
八
年
二
月
]

掲
載
)
な
ど
を
白
話
で
翻
訳
し
た
り
、
「
日
本
近
三
十
年
の
小
説
の
発
達
」
と

題
し
て
日
本
の
近
代
小
説
に
つ
い
て
講
演
し
た
り
(
「
日
本
近
三
十
年
小
説
之

発
達
」
。
一
九
一
八
年
四
月
十
九
日
北
京
大
学
小
説
研
究
会
)
し
て
文
学
革
命

運
動
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
に
に
足
。
本
事
件
は
周
氏
兄
弟
だ
け
で
な
く
多
く

の
進
歩
的
知
識
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

本
詩
を

H

発
見
。
し
た
の
は
二
十
年
後
、
ま
た
は
二
十
数
年
後
と
い
う
か
ら
、

一
九
三
七
年
か
ら
数
年
後
ま
で
の
聞
の
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
丁
度
日
本

の
中
国
へ
の
侵
略
が
本
格
的
な
戦
争
に
変
質
し
た
藍
溝
橋
事
件
の
勃
発
あ
た
り

か
ら
太
平
洋
戦
争
勃
発
ま
で
の
聞
の
時
期
で
あ
る
。
随
筆
「
丁
巳
旧
詩
」
は
、

本
詩
の
。
発
見
。
に
こ
と
よ
せ
て
何
か
を
調
刺
し
よ
う
と
し
て
執
筆
し
た
の
だ

ろ
う
が
、
発
表
は
し
な
か
っ
た
。
発
表
す
る
の
が
偉
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
調

刺
の
対
象
は
清
朝
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ぬ
民
衆
圧
迫
政
策
を
と
り
続
け
て
い
る
国

民
党
か
、
そ
れ
と
も
満
州
国
を
成
立
さ
ぜ
(
一
九
三
四
年
)
藍
溝
橋
事
件
を
起

こ
し
た
日
本
軍
で
あ
っ
た
か
。

訳

丁
巳
の
年
の
旧
詩

天
壇
に
は
ま
だ
孤
臣
の
血
は
流
れ
て
い
な
い

墓
場
か
ら
皇
子
の
霊
魂
を
招
く
の
は
難
し
い

蒼
黄
中
の
夜
の
夢
を
ま
ど
ろ
み
見
て
い
る
と

チ
エ
ン
メ
ン

ま
た
青
蛙
が
前
門
で
吠
え
る
の
が
聞
こ
え
る

花
の
落
ち
る
時
期
は
い
つ
も
定
ま
っ
て
お
り

遥
か
に
南
の
空
を
望
む
と
涙
の
痕
が
で
き
る

視
の
繭
は
未
だ
秋
葉
の
如
く
枯
れ
て
お
ら
ず

静
か
に
黄
昏
の
中
に
座
り
土
偶
の
書
を
繕
く

周
作
人
は
張
勲
の
復
酔
事
件
後
、
北
京
大
学
文
科
教
授
兼
国
史
編
纂
処
編
纂

員
と
な
り
(
九
月
四
日
)
、
文
科
で
は
ギ
リ
シ
ャ
文
学
史
と
近
世
欧
州
文
学
史

を
担
当
す
る
。
そ
の
た
め
に
作
っ
た
講
義
録
を
増
補
改
訂
し
て
編
ん
だ
の
が

『
欧
洲
文
学
史
』
(『
北
京
大
学
叢
書
』
三
。
一

九
一
八
年
。
上
海
商
務
印
書

館
)
で
あ
る
(
第
八
章
「
雑
詩
歌
」
十
九
「
牧
歌
吋

Z
o
w号
g
」)。

新
文
化
運
動
期
で
は
、
周
作
人
は
新
詩
(
口
語
自
由
詩
)
を
多
数
作
り
、
そ

の
多
く
が
新
詩
集
『
過
ぎ
去
っ
た
命
』
(
一
九
二
九
年
。
上
海
北
新
書
局
)
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
旧
詩
(
古
典
詩
)
を
一
首
も
作
ら
な
か
っ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
現
存
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

さ
て
復
辞
事
件
の
ほ
ぼ
九
年
後
の
民
国
十
五
年
(
一
九
二
六
)
三
月
十
八
日
、



五

タ
ア
ク
ウ
コ
ウ

国
務
院
前
で
、
段
棋
瑞
執
政
府
護
衛
隊
に
よ
る
、
天
津
大
枯
口
問
題
に
関
す
る

八
カ
国
通
牒
反
対
等
外
交
請
願
学
生
市
民
へ
の
発
砲
事
件
が
発
生
し
、
多
数
の

死
傷
者
が
出
た
。
い
わ
ゆ
る
「
三
・
一
八
事
件
」
で
あ
る
。
四
十
名
余
り
の
死

者
の
中
に
北
京
女
子
師
範
大
学
(
許
寿
裳
評
議
会
書
記
[
三
月
十
一
日
に
兼
務

し
て
い
た
教
務
長
職
を
辞
し
て
い
る
]
。
林
語
堂
教
務
長
〉
の
学
生
劉
和
珍

(
学
生
自
治
会
主
席
。
文
科
本
科
英
文
系
一

年
生
。
二
十
二
歳
)
と
楊
徳
群

(
文
科
予
科
二
部
一
年
。
二
十
四
歳
)
の
二
人
が
含
ま
れ
て
い
た
(
同
月
二
十

三
日
『
京
報
』
に
「
女
師
大
死
者
楊
徳
群
、
胸
部
及
び
左
肩
に
被
弾
、
医
院

に
て
死
去
。
劉
和
珍
、
続
け
て
三
一
発
被
弾
し
、
国
務
院
に
て
死
去
」
と
あ
る
〉
。

周
作
人
は
同
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
勤
め
て
お
り
、
劉
和
珍
は
教
え
子
で
あ
っ

た
(
前
年
紛
争
に
よ
り
宗
帽
胡
同
に
女
師
大
が
一
時
避
難
移
転
し
て
い
た
時
以

来
)
。
兄
の
魯
迅
も
同
大
学
句
評
議
会
委
員
を
勤
め
て
い
た
(
魯
迅
は
前
年
八

月
に
教
育
部
総
長
章
土
剖
に
よ
っ
て
教
育
部
筆
事
職
を
解
任
さ
れ
、
解
任
取
消

請
求
の
裁
判
を
起
こ
し
て
い
た
。
こ
の
年
の
三
月
二
十
三
日
に
処
分
取
消
の
判

決
が
下
り
、
同
月
三
月
三
十
一
日
に
正
式
に
処
分
が
取
り
消
さ
れ
た
)
。
他
に

周
作
人
の
関
係
者
で
は
、
中
法
大
学
の
教
え
子
胡
錫
爵
(
湖
南
人
。
二
十
歳
)

が
亡
く
な
り
(
二
十
三
日
『
京
報
』
に
「
胸
部
を
流
れ
弾
が
貫
通
し
、
直
ち
に

執
政
府
の
門
前
に
て
殉
難
し
た
」
と
あ
る
)
、
燕
京
大
学
の
教
え
子
郭
燦
然

(
大
学
院
生
)
が
片
足
を
失

っ
て
い
る
(
『
知
堂
回
想
録
』
一
四
九
「
三
・
一

八
」
に
よ
る
)
。
周
作
人
の
勤
務
先
で
あ
り
、
魯
迅
も
非
常
勤
講
師
を
勤
め
て

い
た
北
京
大
学
の
学
生
の
死
者
は
ご
一
名
だ
が
、
周
作
人
も
魯
迅
も
な
ぜ
か
こ
れ

に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
周
作
人
は
当
日
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る
(
前
掲
「
=
一
・
一
八
」
)
。
「
当
日
私
は
盛
甲
廠
の
燕
京
大
学
に
講
義
に
赴

い
た
が
、
教
室
外
に
立
っ
て
い
た
学
生
が
、
今
日
は
請
願
に
行
っ
た
の
で
授
業

に
は
出
ま
せ
ん
、
と
言
っ
た
の
で
、
帰
り
か
け
た
と
こ
ろ
で
会
に
出
か
け
て

い
た
許
家
鵬
君
が
慌
て
ふ
た
め
い
て
駆
け
戻
り
、
。
大
変
で
す
、
護
衛
隊
が
発

周作人詩話329 

f¥ 

砲
し
、
死
傷
者
が
多
数
出
ま
し
た

1
0
と
告
げ
た
。
彼
自
身
は
負
傷
し
て
い
な

い
よ
う
だ
つ
た
が
、
ラ
シ
ャ
の
中
折
れ
帽
の
左
側
が
打
ち
抜
か
れ
て
大
き
な
穴

が
聞
い
て
い
た
。
私
は
東
単
の
牌
楼
か
ら
北
に
向
か
い
、
途
中
、
軽
傷
を
負
っ

た
人
が
多
数
、
血
を
流
し
た
ま
ま
車
で
医
院
に
向
か
う
の
を
目
撃
し
た
」
(
後

掲
「
三
月
十
八
日
の
死
者
に
つ
い
て
し
参
照
)
。

参
考
の
た
め
、
以
下
に
事
件
当
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
の
聞
の
『
周
作

人
日
記
』

(
A
)
と
『
魯
迅
日
記
』

(
B
)
を
掲
げ
る
(
原
文
。
但
し
後
者
は
事

件
に
直
接
関
わ
る
記
述
の
み
。
前
者
と
は
異
な
り
、
後
者
に
は
な
ぜ
か
事
件
に

直
接
関
わ
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
)。

三
月
十
八
日
一
晴
。
下
午
往
燕
大
[
燕
京
大
学
]
。
因
請
願
不
上
課
。
府
衛

開
槍
、
死
傷
甚
多
。

[
A
]

十
九
日
一
雪
。
上
午
往
北
大
[
北
京
大
学
]
二
院
赴
会
。
下
午
得
其
中

堂
寄
書
一
部
四
冊
。

[
A
]

二
十
日
一
晴
。
上
午
往
女
師
大
赴
会
。
前
日
死
劉
、
楊
二
人
午
改
時
期
。

劉
和
珍
係
文
本
一
年
生
、
在
宗
帽
時
旧
生
也
。
下
午
五
時
返
入

浴。

[
A
]

二
十
一
日
一
晴
。
上
午
赴
女
師
大
委
員
会
。
午
返
。
(
日
曜
)

[

A

]

二
十
二
日
一
晴
。
下
午
孔
[
孔
徳
学
校
]
往
告
偲
、
赴
女
師
大
会
。

[
A
]
 

一
晴
。
午
後
往
女
師
大
評
議
会
。
[略
]

[

B

]

二
十
三
日
一
晴
。
下
午
伏
園
来
。
春
台
、
陳
学
昭
女
士
同
来
、
云
将
南

下。

[
A
]

二
十
四
日

一
晴
。

上
午
向
小
峯
借
二
十
元
。
[
A
]

二
十
五
日

一
晴
。

上
午
往
女
師
大
赴
劉
、
楊
追
悼
会
。
下
午
返
。

[
A
]

一
晴
。
上
午
赴
劉
和
珍
、
楊
徳
群
追
悼
会
。
[
略
]

[

B

]

二
十
六
日
一
晴
。
上
午
往
女
師
大
送
劉
、
楊
出
演
、
行
至
市
口
。
即
往
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燕
大
。
下
午
赴
教
職
員
会
、
討
論
補
課
事
。
得
吉
田
君
寄
贈

書
一
本
。

[
A
]

一
晴
。
[
略
]
下
午
赴
女
師
大
評
議
会
。
[
略
]

[

B

]

二
十
七
日
一
晴
。
上
午
鳳
挙
来
。

下
午
平
伯
、
紹
原
、
玄
同
来
。
晩
飯

后
因
風
声
緊
急
、
相
率
散
去
。
九
時
玄
同
亦
去
、
同
川
島
送

至
公
用
庫
口
。
入
浴
。

[
A
]

二
十
八
日
一
晴
。
下
午
往
孔
、
訪
隅
卿
、
不
値
。

山
本
、
池
田
二
君
来

談
。
(
日
曜
)

[

A

]

二
十
九
日
一
晴
。
下
午
往
北
大
収
二
月
扮
薪
一
成
半
。
赴
八
国
通
牒
惨

案
委
員
会
、
因
議
決
違
法
与
争
、
早
退
席
、
擬
聯
名
声
明
辞

職
。
同
鳳
挙
往
訪
旭
生
。
商
議
、
幼
漁
、
土
遠
亦
来
。
国
家

己
晩
。

[
A
]

一
晴
。
上
午
入
山
本
医
院
。
[
略
]

[

B

]

二
十
九
日
に
魯
迅
が
山
本
医
院
に
入
っ
た
の
は
、
二
十
六
日

J
尽
報
』
に
、

段
棋
瑞
執
政
府
が
魯
迅
、
周
作
人
、
許
寿
裳
等
反
政
府
知
識
人
多
数
を
逮
捕
し

よ
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
が
載
っ
た
の
を
受
け
て
、
友
人
ら
が
避
難
す
る
よ

う
忠
告
し
た
た
め
と
い
う
。
魯
迅
が
事
件
に
憤
激
し
、
女
師
大
生
劉
和
珍
、
楊

徳
群
を
初
め
と
す
る
死
者
を
悼
ん
で
「
花
な
き
蓄
積
の
二
L

(

十
八
日
作
。
二

十
九
日
『
語
紙
』
)
、

7
死
地
。
L

(

二
十
五
日
作
。
三
十
日

τ
国
民
新
報
副
刊
』
)
、

「
惨
い
こ
と
、
可
笑
し
い
こ
と
し
(
二
十
六
日
作
。
二
十
八
日
『
京
報
副
刊
』
)
、

「劉
和
珍
君
を
記
念
す
る
」

(四
月
一
日
作
。
十
二
日

『
語
紙
』
)
等
を
書
い
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
魯
迅
は
同
年
八
月
末
、
許
広
平
と
と
も

に
北
京
を
離
れ
、
九
月
か
ら
慶
門
大
学
で
教
鞭
を
取
る
こ
と
に
な
る
(
林
語
堂

の
斡
旋
に
よ
る
)
。

周
作
人
も

「三
月
十
八
日
の
国
務
院
に
よ
る
惨
殺
事
件
で
国
民
軍
に
忠
告
す

る
」
(
十
九
日
作
。
二
十
一
日
『
京
報
副
刊
』
)
、
「
大
惨
殺
に
対
す
る
感
想
」

(二
十
日

『
京
報
副
刊
』
)
、
「
悲
し
い
こ
と
、
恐
ろ
し
い
こ
と
L

(

二
十
日
作
。

二
十
二
日
『
京
報
副
刊
』
)
、
「
三
月
十
八
日
の
死
者
に
つ
い
て
(
雑
感
)

L

(

二

十
二
日

1
二
十
六
日
作
。
二
十
九
日
『
語
締
』
)、

「
新
中
国
の
女
子

(
雑
感
)
」

(三
十
一
日
作
。
四
月
五
日

『
語
紙
ヒ
、

「
政
府
の
衛
兵
を
許
す
」
(
四
月
一
日

作
。
二
日
『
語
紙
』
)
、
「
陳
源
を
許
す
」
(
十
日
作
。
十
二
日
『
京
報
副
刊
』
)
、

「
死
に
方
L

(

五
月
。
三
十

一
日
『
語
紙
』
)
等
を
書
い
た
り
、
武
者
小
路
実
篤

の
「
『
嬰
児
殺
裁
』
中
の
一
小
出
来
事
」

(四
月
二
十
日
訳
。
五
月
三
日

『語

綿
』
)
を
訳
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
四
月
一
日
に
は
北
京
女
子
師
範
大
学
の

授
業
再
開
式
に
出
席
し
、
追
悼
講
話
を
し
て
い
る
。

他
に
周
作
人
は
鞭
聯
を
三
一
篇
詠
ん
で
い
る
。
先
ず
、
事
件
の
五
日
後
の
二
十

三
日
に
、
北
京
大
学
三
院
で
各
界
数
万
人
が
参
加
し
て
コ
二
・
一
八
死
難
烈
士

追
悼
会
」
が
聞
か
れ
、
周
作
人
は
夕
方
に
な
っ
て
始
め
て
追
悼
会
開
催
の
こ
と

を
知
り
、
韓
聯
を
詠
ん
だ
(
前
掲
コ
二
月
十
八
日
の
死
者
に
つ
い
て
」
)
。

@ 

挽

4
二
八
必
死
難
烈
士
聯

(
口
語
体
。
民
国
十
五
年
三
月
二
十
三

日
)

赤
化
赤
化
、
有
些
学
界
名
流
和
新
聞
記
者
還
在
那
裏
誼
陥
。

白
死
白
死
、
所
謂
革
命
政
府
与
帝
国
主
義
原
是
一
様
東
西
。

「
赤
化
」
一
共
産
主
義
化
。
「
有
些
」
一
有
一
些
。
若
干
の
(
不
定
)
。
「
晶
子
界

名
流
」
一
北
京
大
学
西
洋
文
学
系
教
授
陳
源
ら
現
代
評
論
派
の
文
学
者
を
指
す
。

「
新
聞
記
者
L

一
政
府
の
汐
御
用
新
問
。
『
長
報
』
(
J庚
報
副
刊
』
)
の
記
者
。

「
還
」
一
ま
だ

(副
詞
)。

「在」

一，
r
)

で
。
場
所
の
前
に
置
か
れ
る
前
置
詞
。
「那

裏
」
そ
こ
。
こ
こ
は
雑
誌
『
現
代
評
論
ヘ
『
甲
寅
』
(
通
称
『
老
虎
報
』
)
、
新



聞
『
園
長
報
』
(
『
長
報
副
刊
も
の
こ
と
。
「
謹
陥
」

一
無
実
の
罪
を
き
せ
る
。
「
白

死」

一
白
は
無
駄
に
と
い
う
意
。
無
駄
死
に
。
「
所
謂
革
命
政
府
」

一
段
膜
瑞
の

執
政
府
を
い
う
。

「革
命
」
を
標
梼
す
る
が
、
実
態
は
張
作
震
と
鴻
玉
祥
に
支

え
ら
れ
た
軍
閥
政
府
。
日
本
の
寺
内
内
閣
と
強
く
結
び
つ
き
、
そ
の
支
援
を
受

け
て
い
た
。
「
原
」
一
元
々
(
副
詞
)
。

「
一
様
」
一

同
じ。

「東
西
」
一
も
の
。
こ

の
場
合
は
嫌
悪
感
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
代
物
と
い
う
意
。

訳

E
-
二
八
。
殉
難
烈
士
を
悼
む
聯

赤
化
だ
赤
化
だ
と

学
界
の
名
士
と
新
聞
記
者
が
ま
だ
あ
そ
こ
で
嘘
を
つ
い
て
い
る

五周作人詩話

犬
死
に
犬
死
に
だ

い
わ
ゆ
る
革
命
政
府
と
帝
国
主
義
は
も
と
も
と
同
じ
穴
の
務
だ

同
月
二
十
五
日
、
北
京
女
子
師
範
大
学
の
犠
牲
者
、
劉
和
珍
と
楊
徳
群
の
追

悼
会
が
同
大
で
聞
か
れ
、
周
作
人
は
こ
れ
に
出
席
し
、
韓
聯
を
届
け
て
い
る

(前
掲
「
三
月
十
八
日
の
死
者
に
つ
い
て
」
)。

@ 

挽
劉
和
珍
楊
徳
群
聯

(
口
語
体
。
民
国
十
五
年
三
月
二
十
五
日
)

死
了
倒
也
罷
了
、
若
不
想
到
二
位
有
老
母
僑
問
、
親
朋
胎
信
。

活
着
文
志
歴
着
、
無
非
多
軽
幾
番
的
槍
声
驚
耳
、
弾
雨
臨
頭
。
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「
死
了
」一

死
ん
だ
(
こ
と
は
、

か
ら
と
い
っ
て
)
。
「
了
」
は
完
了
を
表
わ

す
動
詞
接
尾
詞
。
「
倒
也
罷
了
」
ま
あ
そ
れ
も
よ
い
だ
ろ
う
。

「若
」
一
も
し
。

仮
定
を
表
わ
す
。
「
想
到
」
一
考
え
る
、
思
い
つ
く
。
「
二
位
」
一
両
位
に
同
じ
。

二
人

(
劉
と
楊
)
。
「
侍
闇
」
一
門
に
も
た
れ
る
。
こ
こ
は
門
口
に
よ
り
か
か
っ

て
我
が
子
の
帰
り
を
待
つ
こ
と
、
子
の
帰
る
の
を
待
ち
望
む
こ
と
(
「
侍
闇
而

望
L
)

。
「
親
朋
L

一
一
親
戚
と
友
人
(
縁
故
者
)
ま
た
は
親
友
。
こ
こ
は
後
者
。

「
胎
信
」
一
待
ち
望
み
信
ず
る
。
「活
着
」
生
き
て
い
る
。
「
着
」
は
動
作
、
状
態

の
継
続
を
表
わ
す
動
詞
接
尾
詞
。
「
又
」
二
体
(
副
詞
〉
。
次
の
反
語
用
法
を

強
め
る
。

「窓
麿
着
」
一
ど
う
だ
と
い
う
の
だ
、
ど
う
で
も
な
い
、
た
い
し
た
こ

と
は
な
い
(
反
語
)
。

「無
非
」一

た
だ
く
J

だ
け
だ
。

「多
経
幾
番
」
一
何
度
も
。

「槍
声
」

一
銃
声
。
「
驚
耳
」

一
耳
を
驚
か
す
、
び
っ
く
り
さ
せ
る
。
「
弾
雨
」

一
弾

丸
の
雨
。

「臨
頭
」
一
頭
に
降
り
注
ぐ
。

訳

劉
和
珍
と
楊
徳
群
を
悼
む
聯

死
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
ま
あ
仕
方
な
い
さ

帰
り
を
待
つ
老
母
と
気
に
か
け
信
じ
て
く
れ
る
親
友
が
い
る
の
に
思
い
至

ら
な
け
れ
ば

生
き
て
い
た
っ
て
ど
う
だ
つ
て
言
う
の
だ

ど
う
せ
や
た
ら
め
っ
た
ら
銃
声
が
耳
を
つ
ん
ざ
き
弾
丸
が
頭
に
降
り
注
ぐ

だ
け
の
こ
と

同
月
二
十
七
日

(土
曜
)
に
中
法
大
学
の
教
え
子
、
胡
錫
爵
の
追
悼
会
が
孔

徳
学
校
で
聞
か
れ
た
際
、
周
作
人
は
韓
聯
を
届
け
て
い
る
(
前
掲
ヨ
一

・
十

八
」
に
よ
る
)
。
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⑮ 

挽
胡
錫
爵
聯

(
口
語
体
。
民
国
十
五
年
三
月
二
十
七
日
〉

甚
歴
世
界
、

還
講
愛
国
?

抵如
得此
成死
仙 法

「
甚
歴
」

一
ど
ん
な
、
な
ん
の
、
な
ん
た
る
(
詠
嘆
)
。
「
還
」
一
ま
だ
(
副

詞
)
。
「
講
愛
国
」
一
愛
国
を
唱
え
る
。

「如
此
」
一
こ
の
よ
う
な
、
こ
ん
な
。
「
死

法
」
一
死
に
方
。
「
こ
ん
な
死
に
方
」
と
は
銃
殺
の
こ
と
。
前
掲
周
作
人
「
死
に

方
」
参
照
。
「
抵
得
」一

「
抵
」
は
至
る
、
「
得
」
は
可
能
を
表
わ
す
語
、
併
わ

せ
て
至
る
こ
と
が
で
き
る
の
意
。

「成
仙
L

一
「
登
仙
」
に
同
じ。

仙
人
に
な
る

こ
と
。
死
ぬ
こ
と
の
喰
え
。
後
聯
は
殺
人
者
を
調
刺
し
て
い
る
。

訳

胡
錫
爵
を
悼
む
聯

な
ん
と
い
う
世
界
で
あ
ろ
う

そ
れ
で
も
愛
国
を
唱
え
る
か

こ
ん
な
死
に
方
こ
そ

理
想
的
と
言
え
よ
う

周
作
人
に
も
魯
迅
同
様
林
語
堂
か
ら
屋
門
大
学
へ
の
赴
任
の
話
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
結
局
北
京
に
留
ま
り
『
語
紙
』
の
編
集
に
当
っ
た
。(待

続
)

注

※

引

用

文

中

の

(
)
は
原
注
、
[
]
は
引
用
者
注
。

(1
)

以
下
に
、
周
作
人
と
魯
迅
の
日
記
の
中
か
ら
、
こ
の
時
の
周
作
人
の
病
気
に

関
す
る
記
述
を
抜
き
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
令
周
作
人
日
記
』
は
A
、
『
魯

迅
日
記
』
は

B
。
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
)
。

一
九

一
七
年

五
月
八
日
一
晴
。
[
略
]
自
昨
晩
起
、
梢
覚
不
適
、
似
発
熱
、
服
規
那

[
キ
ニ

ー
ネ
]
丸
四
人l
、
又
為
風
吹
、
精
頭
痛
。
[
A
]

十
一
日
一
陰
。
風
。
上
午
得
七
日
家
信
。

服
補
丸
五
令
潟
、
又
吐
、
熱
伺

未
退
。
[
A
]

十
二
日

一
晴
。
上
午
往
首
善
医
院
、
俄
国
医
生
蘇
達
科
甫
出
診
、
云
感
冒
。

[A
]
 

一
晴。

上
午
二
弟
就
首
善
医
院
。
[
略
〕

[
B
]

十
三
日
一
晴
。
[
略
]
下
午
請
徳
国
ド
ク
ト
ル

C
Z
E
E
来
診
、
云
是
-
拍

子
。
斉
寿
山
君
来
為
翻
訳
。
[
A
]

一
晴
。
星
期
休
息
。
[
略
]

二
弟
延
巴
『
-C
ユ
ヨ
ヨ
診
、
云
是
捧
子
、

斉
寿
山
訳
。
[
略
]
夜
寄
鶴
庫

[
察
元
培
]
先
生
信
、
為
ニ
弟
告

偲
。
[
B
]

十
四
日
一
晴
。
風
。

自
告
俄
。
[
略
]

[

B

]

十
五
日

一
晴
。
風
。

自
告
骸
。
[略
]

[

B

]

十
六
日

・晴。

下
午
請
徳
ド
ク
ト
ル

u
e
2
来
診
、
伺
斉
君
訳
。
[
A
]

一
晴
。
[
略
]
午
後
自
請
偲
。
下
午
延
。
『
・0
62
為
二
弟
診
、

斉
寿
山
来
訳
。
[
B
]

二
十
五
日
一
晴
。
得
二
十
一
日
家
信
、
云
小
勇
父
子
二
十
日
去
世
。
上
午

梢
覚
頭
痛
、
下
午
癒
。
現
日
服
規
那
三
丸
苦
味
丁
幾
三
次、

医

生
薬
己
不
服
。
[
A
]

二
十
六
日

一
情
。
風
。

上
午
写
日
記
、
自
十
二
日
起
未
写
、
己
越
二
星
期

失
。
[
略
]
以
小
便
請
医
検
査
、
云
無
病
、
侃
服
ヂ
ベ
ル
薬
。

[
A
]
 



五

二
十
七
日
一
晴
。
日
曜
。
[
略
]
今
日
気
力
梢
復
。
[
A
]

六
月
三
日
一
晴
。
[
略
]
右
下
生
牙
慮
、
不
便
子
食
。

午
服
ヂ
ペ
ル
薬
己
了
。

[略
]

[

A

]

四
日
一
晴
。

上
午
擬
往
大
学
、
以
尚
少
力
不
果
。
[略
]

[

A

]

五
日
一

晴
。
上
午

[略
]
九
時
出
会
館
往
大
学
、

[略
]
又
訪
察
先
生
、

下
午
一
時
返
。

七
日
一
晴
。
暖
。

[略
]
風
。
微
倦
、
似
臆
未
足
、
因
暖
少
頃
、
略
好
。

[
A
]
 

八
日
一
晴
。
[
略
]
似
腸
不
佳
、
屡
就
厩
次
。

[
A
]

九
日
一
晴
。
[
略
]
天
陰
晦
。
睡
約

一
時
。
服
ヘ
ル
プ
凡
六
。

[
A
]

(
2
〉

周
作
人
は
『
知
堂
回
想
録
』
で
、
銭
玄
同
が
白
話
で
魯
迅
に
文
章
を
書
く
よ

う
勧
め
た
の
は
、
事
件
後
八
月
に
入
っ
て
兄
弟
を
紹
興
会
館
に
訪
ね
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
八
月
中
に
訪
れ
た
計
三
回
の
訪
問
の
う
ち
最
初
か
二
回

目
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
(
一

一
五

「察
手
民
」〉。

無
論
、
銭
玄

同
が
執
筆
を
勧
め
た
対
象
は
魯
迅
だ
け
で
な
く
周
氏
兄
弟
二
人
に
対
し
て
で
あ

っ
た
。
銭
玄
同
の
勧
誘
に
最
初
に
応
え
た
の
が
周
作
人
で
あ
る
。

『
周
作
人
日
記
』
を
見
る
限
り
で
は
、
周
作
人
の
テ
オ
ク
リ
ト
ス
へ
の
関
心

は
事
件
前
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
へ
の
関
心
は
事
件
後
に

始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
周
作
人
の
「
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
の
小
説
L

と
テ
オ
ク
リ
ト
ス
の

「
牧
歌
第
十
」
の
翻
訳
の
順
序
が
実
は
定
か
で
な
い
。
周
作
人
は
前
掲
「
察
手

民
」
で
前
者
は
最
初
の
白
話
文
で
あ
る
と
す
る
が
、

「牧
歌
第
十
」
を
訳
了
し

た
と
見
ら
れ
る
時
期
の
二
ヶ
月
ほ
ど
前
の
九
月
十
四
日
の
日
記
に
「
論
の
筆
写

を
終
え
る
。
全
部
で
五
千
字
」
と
あ
り
、
こ
の

「論
」
が
前
者
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
か
ら
、
前
者
の
方
を
ー先
に
翻
訳
し
た
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
(
九
月

十
七
日
に
銭
玄
同
に
手
渡
し、

『
新
青
年
』

社
に
届
け
て
貰
っ
て
い
る
)
。
文
言

に
よ
る
翻
訳
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
前
者
の
『
新
青
年
』
に
掲
載
さ
れ

た
白
話
に
よ
る
翻
訳
文
の
字
数
を
数
え
て
み
る
と
ほ
ぼ
五
千
字
で
あ
り
(
訳
者

「
後
記
」
を
除
く
て
九
月
十
四
日
に
筆
写
し
終
え
た
「
論
」
が
白
話
に
よ
る

「
ド
ス

ト
エ
ア
ス
キ
ー
の
小
説
L

の
翻
訳
文
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の

矛
盾
を
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
混
乱
」
を
、
単
な
る

記
憶
違
い
と
見
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
恐
ら
く

「最
初
の
白
話
文
」
と
は

「最
初
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
っ
た
白
話
文
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
周
作
人

は
後
者
を
文
言
か
ら
白
話
に
切
り
替
わ
る
新
生

『新
青
年
』
の
最
初
の
号
に
載

せ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
か
ら
、
前
者

を
最
初
に
発
表
し
、
後
者
を
次
号
に
固
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
前
掲
「
察
7
4
4

民
」
に
言
う
よ
う
に
後
者
に
魯
迅
の
修
改
が
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
或
い
は
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い。

十
一
月
十
八
日
の
周
作

人
の
日
記
に
寸
晴
。
夜
、
原
稿
弁
び
に
テ
オ
ク
リ
ト
ス
の
訳
一
章
を
筆
写
す

る
」
と
あ
る
の
は
後
者
の
題
記
と
訳
文
を
書
き
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

魯
迅
の
修
改
が
間
に
合
わ
ず
、
急
援
す
で
に
完
成
し
て
い
た
前
者
と
差
し
替
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
に
、
周
作
人
と
魯
迅
が
銭
玄
同
の
依
頼
を
受
け
て
そ
れ
ぞ
れ
テ
オ
ク
リ

ト
ス
の
「
牧
歌
」
と
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
l
の
小
説
」
な
ど
を
翻
訳
し
、
「
狂

人
日
記
」
を
執
筆
し
て

『新
青
年
』
に
寄
稿
し
た
過
程
を
各
自
の
日
記
に
探
っ

て
み
る
こ
と
に
す
る
(
『
周
作
人
日
記
』
は

A
、
『
魯
迅
日
記
』
は

B
。
ゴ
チ
ッ

ク
部
分)。

一
九
一

六
年

一
月
八
日
一

小
雨。

[略
]
下
午
和
森

[
玩
文
向
。
号
は
和
孫
。

和
孫
、
和
巽
、

和
森
等
と
も
書
く
。
魯
迅
の
「
狂
一
人
日
記
」
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
、

既
文
恒

(号
は
久
孫
。
久
孫
、
久
巽
、
久
森
等
と
も
書
く
)
の
三

兄
]
来
。
[
略
]

[

A

]

九
日
一

小
雨
。

上
午
和
森
田
寓
去
。
[略
]

[

A

]

十

一
日
一
陰
。
上
午
霧
雪
。

和
森
来
、
下
午
去
。
[
略
]

[

A

]

十
五
日
一
晴
。
[
略
]
下
午
和
森
来
、
即
去
。
[
略
]

[

A

]

二
月
九
日
一
陰
。
冷
。

和
森
同
珠
姉
、
久
孫
夫
人
、
夢

庚

[
文
恒
の
長
兄
文

星
]
女
来
。
[
略
]

[

A

]

十
日
一

晴
。
[
略
]
下
午
同
和
森
、
喬
風
及
豊
丸
至
適
塵
飲
茶
。
抱
豊
丸

周作人詩話333 
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照
像
一
枚
。
又
至
大
街
[
略
]

[

A

]

十
二
日

一晴。

[
略
]
下
午
同
和
森
、
喬
風
往
県
署
訪
立
民
、
不
値
。

[略
]
傍
晩
同
槌
喬
、
和
森
、
喬
風
至
適
塵
飲
茶
、
遂
喫
飯
而
散
。

[
A
]
 

十
三
日
一

晴。

[略
]
文
同
和
森
、
喬
風
至
老
虎
橋
、
見
建
章
、
琴
孫
、

厚
甫
諸
君
、
為
講
習
所
事
、
至
晩
方
返
。
[
A
]

十
六
日
一
陰
。
[
略
]
訪
和
森
、
不
値
。
[
略
]

[

A

]

十
八
日
一
陰
。
[
略
]
下
午
同
和
森
、
喬
風
至
適
庫
飲
茶
小
酌
、
錫
鈎
後

至
。
小
雨
遂
帰
。
[
略
]

[

A

]

十
九
日
一
雨
。

目
辰
同
和
森
乗
輯
至
大
路
整
小
輪
。
下
午
二
時
抵
西
興
、
過

江
寓
羊
市
街
長
発
旅
館
。
晩
同
和
森
及
含
章

(庚
孫
之
子
)
至
第

一
楼
飲
茶
喫
飯
、
十
時
腫
。
[A
]

二
十

一
日
一

陰
。
[
略
]
下
午
寄
和
森
杭
州
片
。
[
A
]

二
十
三
日
一
陰
。
[
略
]
晩
為
久
森
検
注
商
業
経
済
学
了
、
当
子
次
回
寄

出
。
[
A
]

三
月
二
日
一
晴
。
[
略
]
和
森
自
杭
来
、
下
午
帰
小
金

[嘱
喰
]
去
。
[略
]
和

森
為
従
部
芝
岩
買
羊
竜
二
支
来
、
毎
三
角
八
分
。
[略
]

[

A

]

十
一
日

一
晴
。
[
略
]
意
妨
同
和
森
長
女
来
、
飯
後
去
。
[
略
]

[

A

]

二
十
日

一曇。

[略
]
晩
院
和
孫
来
。
夜
風
。

[
B
]

二
十
一
日
一
晴
、
風
。
[
略
]
晩
和
孫
来
。
[
B
]

三
十
二
日
一
晴
。
寄
北
京
函
、
又
久
森
書
一
本
。
[
略
]

[

A

]

二
十
四
日
一
晴
、
風
。
上
午
和
孫
来
。
晩
約
和
孫
往
広
和
居
飯
、
夜
別
去
、

明
日
赴
繁
崎
[
山
西
省
]
也
。

六
月
十
六
日
一
晴
。
[
略
]
得
院
久
孫
信
片
、
十
二
日
繁
時
発
。
[
略
]

[

B

]

十
七
日
一
晴
。
上
午
寄
院
久
葉
信
片
。
[
略
]

[

B

]

八
月
三
一
日
一
晴
。
[
略
]
寄
和
森
函
。
[
略
]

[

A

]

九
月
十
五
日

…
晴
。
下
午
得
院
久
孫
函
、
十
日
繁
時
発
。
[B
]

十
六
日
一
晴
。
[
略
]
復
院
久
孫
信
。
[略
]

[

B

]

十
九
日

一
陰
。
雨
。
[
略
]
得
和
孫
十
一
日
函
。
[
略
]

[

A

]

三
十
日
一
一
晴
。
[
略
]
寄
和
森
函
。

[略
]

[

A

]

十
月
九
日
一
晴
。
[
略
]
寄
院
和
苦
情
信
。
[B]

十
四
日
一
晴
。
[
略
]
晩
得
和
孫
信
、
九
日
発
。
[
B山

十
五
日
一
晴
、
風
。
星
期
休
息
。
[
略
]
午
後
得
九
孫
明
信
片
、
十
二
日

発
。
晩
寄
和
孫
信
。
[略
]

[

B

]

十
八
日
一
陰
。
上
午
寄
北
京
函
。

得
和
森
十
日
繁
時
発
。
[
略
]

h

A

]

二
十
九
日
一
晴
。
星
期
休
息
。
上
午
得
二
弟
信
、
什
五
日
発

(九
十
一
二
)

0

得
和
孫
信
、
什
五
日
発
。
[
略
]

[

B

]

三
十
日
一
曇
。
上
午
得
久
孫
信
、
什
四
日
発
。
午
後
往
警
署
。
晩
文
往
警

署
。
久
孫
到
寓
。
[
B
]

三
十
一
日
一
晴
。
午
前
寄
二
弟
信

(九
十
四
〉。

寄
和
孫
信
。
得
銭
稲
孫

信
、
朴
五
日
東
京
発
。
下
午
久
孫
病
頗
悪
、
至
夜
愈
甚
、
急
延

池
田
医
士
診
視
、
付
資
五
元
。
旋
雇
車
送
之
入
池
田
医
院
、
弁

別
雇
工

一
人
守
視
。
[
B
]

十
一
月
一
日

一晴。

下
午
赴
池
田
医
院
。
[略
]

[

B

]

二
日
一
晴
。
[
略
]
寄
北
京
函
、
和
森
繁
時
函
。
[略
]

[

A

]

士
一
日
一
曇
。
午
前
赴
池
田
医
院
。
寄
二
弟
信
(
九
十
五
)
。
[
略
]
晩
往

池
田
医
院
。
[
B
]

四
日
一
曇
。
[
略
]
下
午
雨
。
寄
銭
稲
[
孫
]
信
。
晩
往
池
田
医
院
。

夜
寄
和
孫
信
。
[
B
]

五
日
一
雨
。
星
期
休
息
。
[
略
]
晩
往
池
田
医
院
付
諸
費
用
泉
、
又
局

買
薬
足
一
月
服
、
共
銀
三
十
三
園
。
夜
風
。
呼
工
藍
徳
来
。
[
B
]

六
日
一
雨
。
繁
明
起
、
赴
池
田
医
院
将
久
孫
往
車
駅
、
井
令
藍
徳
送
之

南
帰
。
給
藍
徳
川
資
五
十
元
、
工
泉
十
元
、
又
附

一
函
。
上
午
寄

二
弟
信

(九
十
六
)

0

[

略
]
夜
風
。

[
B
]

七
日
一
雨
。
[略
]
得
北
京
三
日
函
、
説
久
巽
気
違
状
、
至
為
困
却
。

[略
]

[

A

]

八
日

一
雨
。
[
略
]
下
午
寄
北
京
函
。
遣
鶴
招
往
鳴
唯
一
院
宅
接
治
。

[略
]

[

A

]
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一
晴
。
上
午
寄
二
弟
信

(九
十
七
)。

寄
和
葉
信
。
[略
]

[

B

]

十
日
一
陰
。
冷
。

[
略
]
由
童
宅
送
夢
庚
函
来
、
知
久
巽
己
帰
。
[
A
]

一
晴
。
上
午
得
和
葉
信
、
四
日
発
。
[
略
]

[

B

]

十

一
日
一
晴
。
冷
。

寄
北
京
函
、
サ
ガ
ミ
ヤ
函
、
又
鳴
喰
函
ニ
通
。

[略
]

[

A

]

十
三
日
一
晴
。
上
午
寄
和
孫
信
。
[略
]

[

B

]

十
四
日

一晴。

上
午
得
久
孫
信
、
九
日
越
中
発
。
藍
徳
自
越
還
、
持
来

夢
庚
函
、
復
与
工
泉
十
元
、
従
季
上
俄
之
。
[略
]

[

B

]

十
五
日
一
陰
。
風
。
[
略
]
帰
、
得
銀
行
交
来
北
京
十
日
函
、
涯
洋
百
、

係
久
巽
物
。
[
略
]

[

A

]

一晴。

[
略
]
寄
院
夢
庚
信
。
[
略
]
下
午
得
和
孫
信
、
十
日
発
。

夜
復
和
森
信
。

[
B
]

十
七
日
一
晴
。
上
午
乗
舟
往
晴
唾
[
略
]
訪
久
巽
、
致
所
涯
款
。
飯
後

夢
庚
亦
来
。
下
午
四
時
下
舟
、
抵
家
己
九
時
。
得
学
燈

一
冊、

梓
生
還
書

一
包
、
久
巽
前
寄
函
。
[
A
]

一
晴
。
下
午
沈
仲
久
来
部
訪
。
得
和
諜
信
、
十
三
日
発
。
[
B
]

二
十
三
日
一
晴
。

[略
]
得
北
京
十
九
日
函
、
和
孫
十
五
日
函
、
涯
票

一
百
十
元
、
属
交
錫
君
。

二
十
六
日
一
曇
、
風
。
星
期
休
息
。
[
略
]
得
和
孫
信
、
什
一
日
発
。

[略
]

[

B

]

二
十
九
日
一
晴
。
上
午
寄
二
弟
信

(百
五
)。
寄
和
孫
信
。
[
略
]

[

B

]

三
十
日
一
晴
。
上
午
寄
和
孫
函
。
[
略
]

[

A

]

十
二
月
十
七
日
一
晴
。
[
略
]
得
和
孫
九
日
函
。
日A
]

二
十
四
日

一
晴
。
星
期
。
上
午
得
宋
子
侃
信
、
二
十
日
発
。
得
久
孫
信
、

什
一
日
発
。
夜
雨
。

[
B
]

一
九
一
七
年

一
月
一
日
一
雨
。

上
午
院
立
夫
来
。
下
午
雨
雪
。
[
B
]

十
九
日
一
晴
。
上
午
寄
二
弟
教
育
公
報
二
本
、
青
年
雑
誌
十
本
、
作
一
包
。

[
B
]
 

恥・

二
十
四
日
一
晴
。
[
略
]
晩
閲
青
年
雑
誌
、
多
可
読
。
子
谷
有
断
答
記

[
『
青
年
雑
誌
』
二
三
、
四
]
、
頗
佳
。
夜
雨。

[
A
]

二
十
六
日
一
晴
。
[
略
]
九
森
来
、
留
住
。
[略
]

[

A

]

二
十
七
日
一
雨
。
雪
。
[
略
]
傍
晩
乗
良
来
、
鍾
先
生
、
可
銘
、
幼
甫
随

来
、
与
久
森
、
鳴
山
叔
、
喬
風
共
飲
子

一
藍
貝
軒
。
[
略
]

[

A

]

二
十
八
日
一
晴
。
上
午
閑
談
。
下
午
同
乗
良
、
久
森
、
月
如
博
、
二
回
。

得
北
京
廿
四
日
函
。
晩
二
時
睡
。

[
A
]

二
十
九
日

一
晴
。
[
略
]
下
午
同
久
森
、
鳴
山
上
小
及
喬
峰
至
適
塵
飲
茶
。

在
大
街
遇
日
如
、
同
至
大
路
長
楽
居
喫
点
心
。
傍
晩
返
。

[
A
]

三
十
日
一
晴
。
上
午
同
久
巽
、
喬
風
至
東
双
橋
下
関
宅
、
見
娯
母
及
姦
号
、

籍
船
。
午
帰
。
得
石
川
竹
三
日
寄
郷
土
研
究
一
冊
。
下
午
仲
期
未

来
、
共
博
。
至
晩
一
時
陸
。
[
A
]

三
十
一
日
一
晴
。
[
略
]
下
午
同
前
、
負
六
。
晩
十
二
時
睡
。
久
巽
帰
去
。

[
A
]
 

二
月
十
四
日
一
晴
。
[
略
]
久
巽
来
、
厚
堂
亦
来
。
下
午
同
鳴
山
上
小
、
喬
風
及

二
君
往
大
街
寛
諸
菜
館
、
皆
未
開
。
至
日
曜
橋
下

一
品
園
共
飯
。

厚
堂
別
去
、
九
時
返
家
。
信
感
冒
発
熱
、
又
左
領
下
腫
痛
。
[
A
]

十
五
日
一
陰
。
[
略
]
厚
堂
来
。
下
午
博
、
至
傍
晩
入
回
、
即
止
。
晩
厚

堂
同
久
巽
宿
。
夜
小
雨
。

[
A
]

十
六
日
一
陰
。
[
略
]
久
巽
帰
去
、
云
以
明
日
往
奉
天
、
厚
堂
亦
去
。

[略
]

[

A

]

士
一
月
十
二
日

一
雨
。
上
午
中
校
告
仮
。
寄
北
京
函
、
和
森
函
、
又
梓
生
函
。

[略
]

[

A

]

四
月
二
十
日
一
晴
。
[
略
]
四
時
出
館
、
購
新
青
年
三
之

一
、
回
寓
己
五
時
。

[略
]

[

A

]

六
月
十
日
一
陰
。
日
曜
。
[
略
]
院
和
森
表
兄
来
、
留
飯
。
下
午
四
時
去
。

[
略
]
晩
閲
テ
オ
ク
リ
卜
ス
詩
。

[
A
]

一
晴
。
星
期
休
息
。
[略
]
和
孫
来
、
留
午
餐
。
[
B
]

十
二
日
一
晴
。
上
午
往
大
学
。
[
略
]
下
午
閲
テ
オ
ク
リ
卜
ス
、
訳
ソ
口
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グ
l
ブ
散
文
詩
一
章
。
[略
]

[

A

]

十
三
日
一
晴
。
梢
倦
。
不
出
門
。
[
略
]
紫
侃
為
俄
狂
易
心
理
一
本
来
。

[A
]
 

十
六
日
一
陰
。

上
午
往
西
茶
食
胡
同
図
書
分
館
訪
紫
侃
、
還
童
園
、
又
別
借

狂
易
与
犯
罪
、
精
神
研
究
二
本
来
。
下
午
閲
精
神
研
究
、
至
晩
了
。

十
七
日

一
晴
。
日
曜
。
[
略
]
閲
犯
罪
与
狂
易
。
[
略

]

[

A

]

十
八
日
一
陰
。
上
午
因
倦
不
出
門
。
[
略
]
下
午
二
時
後
和
森
来
、
四
時

去
。
[
略
]

[

A

]

十
九
日
一
雨
。
[
略
]
閲
犯
罪
与
狂
易
、
至
午
了
。
下
午
鐸
。
風
。

[
A
]

二
十
日
一
晴
。
上
午
往
大
学
、
昼
返
。
還
書
、
文
倍
冨
民
巾
ロ
・
、

H
Z

吋
耳
目
印
F
0
5
0
同
月
色
在
。
ロ
一
本
。
下
午
和
森
来
、
五
時
半
去
。

晩
飲
晦
酒
。
紫
侃
来
談
、
以
書
還
書
。
和
森
云
即
返
越
。
託
帯
包

一
小
、
内
過
養
化
鐙
半
誘
致
喬
風
、
姻
画
片

一
束
、
予
諸
児
者
。

[
A
]
 

二
十
一
日
一
晴
。
往
大
学
。
[
略
]
午
返
。
還
書
。

借
来
者

g
g円自
己
・

岳
著
道
徳
観
念
之
起
源
与
発
達
一
部
、
陶
履
恭
中
国
都
市
生

活

一本。

[A
]

二
十
三
日
一
陰
。
旧
端
午
。
[
略
]
閲
ヱ
ス
テ
ル
マ
ー
ク
書
。
[
略
]

[

A

]

二
十
四
日

一
陰
。
小
雨
旋
響
。

閲
ヱ
ス
テ
ル
マ
ー
ク
書
、
凡
人
身
祭
紀
、

自
由
愛
、
同
性
愛
、
食
人
等
四
篇
了
。
[A
]

二
十
五
日
一
晴
。
[略
]
還
書
、
又
俵
吋
三
角
一
司
ユ

E
C
2
n
z
E
H
E
一

部
。
[
略
]

[

A

]

二
十
七
日
一
晴
。
風
。
上
午
往
大
学
。

[
略
]
霞
卿
来
、
向
偲
希
羅
文
史

等
講
義
二
冊
。
[
略
]

[

A

]

七
月
三
十
一
日
一
陰
。
[
略
]
又
至
大
学
訪
察
先
生
、
遇
銭
玄
問
、
沈
君
黙
二

君
。
[
略
]

[

A

]

八
月
三
日
一
情
。
[
略
]
買
新
青
年
三
之
ニ
、
三
各
一
冊
。
午
返
寓
。

下
午
閲

新
青
年
了
。
[略
]

[

A

]

六
日
一
雨
。
晦
実
。
[
略
]
下
午
日
出
、
の
陰
晴
不
定
。

為
銭
君
録
諸
穫

" ・

字
母
、
係
前
次
所
属
者
、
六
時
了
。
雷
雨
。
夜
月
出
。
[
A
]

七
日
一
晴
。

[略
]
致
銭
君
函
。
[
略
]

[

A

]

八
日

一
晴
。
上
午
往
琉
璃
廠
求
新
青
年
四
不
得
、
購
小
説
月
報

一
冊
而
帰
。

下
午
閲
了
。
得
大
学
会
計
課
函
。
晩
覚
困
倦
、
服
規
那
四
丸
。

[
A
]

九
日
一
晴
。
上
午
往
大
学
、
収
七
月
上
半
月
俸
。
[
略
]
帰
。

銭
玄
同
君

来
訪
不
値
。
の
服
規
那
丸
。
下
午
銭
君
又
来
、
留
飯
劇
談
、
至
晩
十

一
時
去
。
夜
頗
熱
。

[
A
]

一
晴
。
大
熱
。

下
午
銭
中
季
来
談
、
至
夜
分
去
。
[
B
]

十
四
日
一
晴
。
[
略
]
往
街
買
新
青
年
三
之
四
。
[
略
]

[

A

]

十
七
日
一
晴
。
[
略
]
晩
銭
君
来
談
、
至
十
一
時
去
。
[
略
]

[

A

]

晴
。
午
後
得
丸
善
書
庖
信
。
晩
銭
中
季
来
。
[B
]

二
十
日
一
晴
。
[
略
]
閲
司

a
n
E
S
-
一m
Z
E
E
-ぺ
[
略
]

[

A

]

二
十
七
日
一
靖
。
[
略
]
晩
玄
同
来
談
、
至
十
一
点
半
去
。
夜
風
雨
。

[A
]
 

一晴。

晩
銭
中
季
来
。
夜
大
風
雨
。
[
B
]

九
月
二
日

一
陰
。
よ
午
雨
。
得
察
先
生
函
、
嘱
閲
巻
、
即
往
大
学
、
沈
、
劉
、

朱
、
銭
四
君
亦
在
。
[
略

]

[

A

]

三
日
一
[
略
]
購
新
青
年

[
第
五
号
]
一

冊
。
[
略
]
四
時
半
返
寓
。
得

[略
]
丸
善
什
八
日
寄
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
及
チ
エ
ホ
フ
小
説
集
弐
冊

[前
者
は
英
文
。
ホ
ガ
ル
ト
訳
]
。
晩
飲
陳
酒
頗
酔
。

閲
新
青
年
了
、

至
十
一
時
後
睡
。
[
A
]

四
日
一
晴
。
[
略
]
閲
ド
ス
卜
エ
フ
ス
キ
及
チ
エ
ホ
フ
小
説
集
。
[
A
]

七
日
一
晴
。
[
略
]
録
北
美
評
論
(
第
七
一
七
)
中
ド
ス
卜
エ
フ
ス
キ
論
。

晩
早
睡
。
[A
]

十
三
日
一

陰。

上
午
抄
前
所
録
論
、
至
下
午
五
時
未
了
。
[
略
]

[

A

]

十
四
日
一

陰
。
晦
。

[略
]
抄
論
了
、
共
五
千
字
。
[
略
]

[

A

]

十
六
日
一
情
。
[
略
]
閲
テ
オ
ク
リ
ト
ス
、
其
二
七
甚
佳
、
惜
未
能
訳
。

夜
小
雨
即
止
。

[A
]

十
七
日
一
陰
。
風。

[略
]
閲
テ
オ
ク
リ
ト
ス
。
[略
]
以
前
論
交
銭
君
、
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転
送
新
青
年
。
夜
大
雨
。

[A
]

十
八
日

一
雨
。
上
午
響
。

下
午
得

[
略
]
丸
善
十
二
日
寄
罪
ト
罰

[英

文]、

ワ
イ
ル
ト
安
楽
王
子
各
一
冊
。
夜
星
。

[
A
]

十
九
日
一
陰
。
[
略
]
得
銭
君
及
大
学
函
。
[
A
]

三
十
四
日
一
晴
。
[
略
]
銭
玄
同
来
、
談
至
十
一
時
半
去
。
[
A
]

一
晴
。
上
午
銘
伯
先
生
来
。
得
福
子
信
、

十
八
日
発
。

夜
銭
中

季
来
。
[
B
]

二
十
八
日

一
雨
。
上
午
寄
意
農
伯
信
。

寄
銭
中
季
信
。
寄
宋
知
方
信
。

[B] 

二
十
九
日
一
晴
。

下
午
収
木
月
奉
泉
三
三
日
。
至
図
書
館
分
館
訪
朱
孝
茎
。

訪
季
市
不
値
。

得
銭
玄
同
信
。
夜
商
契
衡
来
。

[
B
]

三
十
日
一
晴
。
[
略
]
二
許
君
送
菜
各
両
。

玄
問
、
蓬
仙
、
目
安
和
三
君
来
。

玄
同
留
飯
、
談
至
十
一
時
去
。
今
日
旧
中
秋
。
[A
]

一
晴
。
星
期
休
息
。
上
午
社
海
生
[
杜
子
株
]
来
。
季
市
来
。
潜

企
宰
来
。

下
午
得
封
徳
三
信
、

什
三一
日
申
発
。
沫
鄭

[寿
鵬
飛
。

北
京
平
政
院
勤
務
]
兄
来
。
朱
蓬
仙
。

銭
玄
同
来
。
張
協
和
来
。

旧
中
秋
也
、
一烹
驚
泊
酒
作
タ
餐
、
玄
同
飯
後
去
。
月
色
極
佳
。
銘

伯
、
季
市
各
致
肴
二
品
。

[
B
]

十
月
二
日
一
晴
。
下
午
陰
。
得
津
門
件
五
日
函
、

件
四
日
由
家
転
寄
新
刊
月
報

一
冊
、
東
京
堂
十
八
日
寄
小
包
一

、
内
罪
卜
罰

[
中
部
訳
]
、

死
人

ノ
家
、
日
本
音
パ
ナ
シ
一
二
種
五
冊
。

[略
]

[

A

]

一晴。

上
午
東
京
堂
寄
来
陀
氏
小
説
三
本
、
高
木
氏
童
話
二
本
、
共

一包。

[
B
]

六
日
一
陰
。
晦
。
[
略
]
又
取
新
青
年
三
之
六
来
、
即
閲
了
。
[A
]

八
日

一
晴
。
[
略
]
晩
子
侃
来
、

玄
同
来
。
談
至
十
二
時
去
。
[A
]

一
晴
。
晩
子
侃
来
。

銭
玄
同
来
。
[
B
]

十
三
日
一
晴
。
[
略
]
下
午
玄
同
来
、
談
至
十
一
時
半
去
。
夜
冷
、
改
用

厚
被
、
始
得
安
睡
。

[
A
]

一晴。

晩
銭
玄
同
来
。
[B]

二
十
四
日

一
陰
[
略
]
寄
玄
同
函
。
[
略
]

[

A

]

十一

月
十
二
日
一
晩
銘
伯
先
生
来
。

玄
同
来
、
談
至
十
一
時
後
去
。
[
A
]

一
晴
。
午
後
往
高
等
師
範
学
校
聴
校
唱
国
家
。
晩
銘
伯
先
生
来
、

還
銀
百
五
十
、
作
券
二
百
。

夜
銭
玄
同
来
。
[
B
]

十
八
日
一
晴
。

晩
抄
稿
、
弁
テ
オ
ク
リ
ト
ス
訳
一
章
。
[
A
]

十
九
日

一
晴。

[略
]
和
森
兄
来
訪
、
不
値
。
晩
起
草
少
許
。

[
A
]

一晴。

院
和
孫
来
、
未
遇
、
留
名
刺
去
。
夜
風
。

[
B
]

二
十

一
日
一
晴
。
[
略
]
下
午
和
森
兄
来
訪
、
交
来
ガ
ル

シ
ン
小
説
集

一
本
、
干
菜
一
合
。
晩
去
。
[
略
]

[

A

]

一
晴
。
午
後
務
小
市
。

晩
和
孫
来
、
交
家
所
寄
算
菜
干
一
合
。

[
B
]
 

二
十
七
日

一
晴
。
冷
。
上
午
初
生
鐘
火
。
[
略
]
和
森
来
、
談
至
五
時

去
。
[
略
]

[

A

]

一
晴
。
上
午
東
京
堂
来
葉
書
。
下
午
寄
二
弟
婦
信
、
附
二
弟

函
去
。

和
義
来
、
未
見
己
去
。
夜
子
侃
来
。

[B]

二
十
八
日
一
晴
。

[略
]
和
森
電
話
、
今
晩
往
山
西
去
。
[A
]

十
二
月
二
十
三
日

一
晴
。
[
略
]
玄
同
来
談
、
晩
十

一
時
半
去
。
[略
]

[

A

]

一
晴
。
星
期
休
息
。

[略
]
晩
銭
玄
同
来
。
[
B
]

二
十
八
日
一
晴
。

[略
]
得
東
京
堂
十
二
日
寄
小
包
、
内

[略]、

又
相

互
扶
助
論
、
玄
同
託
買
、
即
留
校
、
交
予
之
。
[
略
]

[

A

]

一
九
一
八
年

一
月
三
一
日
一
晴
。
[
略
]
得
三
十
日
家
信
、

和
森
自
瀦
安
[
山
西
省
]
函
。

[A
]
 

一
晴
。
休
偲
。
[
略
]
得
和
務
信
、
温
安
発
。
得
宋
知
方
信
。
夜
風
。

[
B
]
 

五
日

一晴。

上
午
寄
和
葉
信
。
寄
季
市
信
弁
講
義
一
巻
。
丸
善
寄
来
日
暦

一帖。

[
B
]

二
十
三
日
一
晴
。
[
略
]
収
新
青
年
四
巻
一
号
八
本
、
以
一
贈
震
卿
、
又

還
績
榔
合
値
。

得
上
海
韓
君
十
七
日
函
、
詞
ド
ス
卜
エ
フ
ス
キ



小
説
、
即
隻
。
[
略
]

[

A

]

一
微
雪
。

[略
]
午
後
寄
季
市
新
青
年

[
第
一
号
]

一
冊
、
贈

通
俗
図
書
館
、
斉
寿
山
、
銭
均
夫
各

一
冊
。
晩
韓
寿
謙
来
。

[
B
]
 

二
月
四
日

一
雪
。
上
午
往
校
。

同
玄
問
、
半
農
閑
談
、
午
餐
。
[
略
]

[

A

]

九
日
一
晴
。
風
。
[
略
]
玄
同
来
談
、
十
二
時
去
。
[
略
]

[

A

]

一
晴
。
風
。
[
略
]
晩
銭
玄
同
来
。
[
B
]

十
日
一
晴
。
[
略
]
晩
半
農
来
、
十
一
時
半
去
。
交
予
ソ
ロ
グ
ブ
小
説
一

首
、
題
閲
童
子
リ
ン
之
奇
蹟
、
入
新
青
年
中
。
中
夜
多
爆
竹
、
睡
不

甚
安
。

[
A
]

十
五
日
一
晴
。
[
略
]
晩
玄
同
来
談
、
十
二
時
後
去
。
夜
多
爆
竹
。

[
A
]

一
晴
。
下
午
得
馬
叔
平
信
。

夜
銭
玄
同
来
。
[
B
]

十
九
日

一
晴
、
風
。

上
午
東
京
堂
寄
来
口
語
法
一
本
、
代
銭
玄
同
買
。
得

二
弟
婦
信
。

[
B
]

二
十
三
日
一
晴
。
[
略
]
又
取
新
青
年

[第

一
号
]

一
冊
来
。
[
略
]
晩
銘

伯
先
生
来
。
玄
同
来
、
談
至
一
時
去
。
[
A
]

一
晴
。
上
午
得
二
弟
婦
信
。
晩
銘
伯
先
生
来
、
贈
以
新
青
年

[第
一
号
]

一
冊
。
銭
玄
同
来
。
[
B
]

二
十
八
日
一
晴
。
[
略
]
晩
玄
同
来
談
。
[A
]

一
晴
。
託
斉
寿
山
換
泉
、
共
券
六
百
得
銀
元
三
百
五
十
四
。

夜

銭
玄
同
来
。
[
B
]

三
月
二
日
一
晴
。
[
略
]
晩
玄
同
来
談
、
十
二
時
去
。
[A
]

一
晴
。
午
後
寄
家
用
泉
百
、
二
月
分
。

夜
銭
玄
同
来
。
[
B
]

六
日

一
晴
。
[
略
]
晩
訳
ク
ー
プ
リ
ン
皇
帝
之
公
園

一
篇
、
予
新
青
年
。
十
一

時
了
。
[
略
]

[

A

]

八
日

一
陰
。
[
略
]
収
到
新
青
年

[
第
二
号
]
十
冊
、
以
一
寄
震
卿
、

黙
。
[
略
]

[

A

]

一曇。

上
午
寄
院
和
森
信
。
夜
雨
即
己。

[B
]

十

一
日
一
晴
。

上
午
往
校
、
以
小
説
稿
交
適
之
。
[
略
]

[

A

]
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十
八
日

一
陰
。
[
略
]
玄
同
来
談
。
[
A
]

一
円
安
。
下
午
同
陳
師
曾
往
留
繋
廠
買
西
紙
五
十
枚
帰
。

夜
銭
玄
同
来
。

[B
]
 

二
十
二
日
一
晴
。
[
略
]
夜
得
和
葉
信
、
十
九
日
発
。
[
B
]

二
十
三
日
一
陰
。

[略
]
下
午
在
校
理
髪
、

同
玄
同
閑
談
、
四
時
返
寓
。
[
略
]

[A
]
 

二
十
六
日
一
曇
。

上
午
寄
和
孫
信
。
午
後
理
髪
。
収
本
月
奉
泉
三
百
。

[
B
]

二
十
八
日一

陰
。
[
略
]
晩
玄
同
来
談
、
十
二
時
去
。
[略
]

[

A

]

一
曇
。
午
後
同
戴
螺
船
務
小
市
。
下
午
小
雨
。

夜
銭
玄
同
来
。
[B
]

二
十
九
日一

晴。

[略
]
収
新
青
年

[第
三一
号
]
十
冊
。
[
略

]

[

A

]

三
十
日
一
晴
。
[
略
]
下
午
同
銭
、
沈
、
陳
、
劉
諸
君
閑
談
、
至
六
時
散
。

[略
]

[

A

]

三
十
一
日

一
晴
。
[
略
]
下
午
許
詩
茎
、
活
雲
台
二
君
来
、
交
予
新
青
年
一
本

[
第
三
号
]
。
[
略
]
訳
人
及
ビ
人
卜
シ
テ
中
文
、
至
十
二
時
陸
。
夜

風。

[A
]

四
月
一
日
二
晴
。
風
。
[
略
]
訳
前
文
了
。
[
A
]

一
晴
。
上
午
寄
季
市
新
青
年

[
第
三
号
]
弁
二
弟
講
義
共

一
巻
。

[略
]

[

B

]

四
日
一
陰
。

[略
]
遇
玄
問
、
談
至
五
時
方
返
。
[
略
]

[

A

]

五
日
一
陰
。
[
略
]
宋
孔
顕
君
来
。

玄
問
、
半
農
来
、
談
至
十
二
時
後
去
。

[略
]

[

A

]

一
曇。

晩
銭
玄
問
、
劉
半
農
来
。
夜
風
。

[B]

十
四
日
一
晴
。
大
風
。
[
略
]
李
仲
侃
君
来
、
取
去
新
青
年

[
第
三
号
]

一
本
。
[
略
]

[

A

]

十
六
日
一
晴
。
大
風
。

上
午
抄
訳
文
、
下
午
一
時
了
。
[
略
]

[

A

]

十
七
日

一
晴
。
上
午
往
校
。

[略
]
以
訳
文
交
予
玄
同
。
[
略
]

[

A

]

二
十
日
一
靖
。
[
略
]
同
玄
問
、
半
農
閑
談
、
至
四
時
返
。
[略
]

[

A

]

二
十

一
日

一
晴
。
下
午
風
。

晩
玄
同
来
、
至
十
二
時
半
去
。
[
A
]

一
曇
。
星
期
休
息
。
[
略
]
夜
銭
玄
同
来
。
[
B
]

一
還
君
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二
十
六
日
一
晴
。
上
午
往
校
。
訪
察
先
生
、
説
明
年
往
俄
国
事
。
[
略
]

晩
玄
同
来
談
、
十
二
時
半
去
。
[
A
]

一
晴
。
下
午
収
本
月
奉
泉
三
百
。
晩
銭
玄
同
来
。
[
B
]

五
月
一
日
一
晴
。
上
午
往
校
。
収
新
青
年
[
第
四
号
]
五
本
、
以
李
君
。
下
午

三
時
返
。

[
A
]

一
一
日
一
晴
。
[
略
]
晩
玄
同
来
談
、
至
一
時
去
。
陸
後
久
不
能
察
。

[
A
]

三
日
一
晴
。
上
午
往
校
。
又
収
到
新
青
年
[
第
四
号
]
三
本
。
[
略
]

[A] 

五
日
一
曇
。
下
午
往
銘
伯
先
生
寓
。
晩
玄
同
来
。
夜
小
雨
。
[B
]

六
日
一
晴
。

上
午
寄
季
市
新
青
年
第
四
本
乙
本
。
午
後
波
小
市
。
夜
蒋
抑

之
来
。

[
B
]

十
二
日

一
晴
。
[
略
]
晩
玄
同
来
、
談
至
十
二
時
半
去
。
[
A
]

一
晴
。
星
期
休
息
。
下
午
曇
、
雷
。
得
沈
罪
黙
信
。
夜
銭
玄
同
来
。

[
B
]
 

二
十
二
日

一
晴
。
[
略
]
玄
同
来
談
。
[A
]

一
晴
。
午
後
理
髪
。
晩
寄
子
侃
信
。
夜
銭
玄
同
来
。
失
旗
。

[
B
]
 

二
十
五
日

一
陰
。
雨
。
上
午
往
校
。
[
略
]
下
午
同
玄
岡
、
半
農
談
。
四

時
半
返
寓
。
[
略
]

[

A

]

二
十
七
日
一
晴
。
[
略
]
晩
玄
同
来
談
。

[
A
]

一
晴
。
[
略
]
夜
銭
玄
同
来
。
[
B
]

六
月
五
日

一
暗
。
上
午
往
校
。
[
略
]
訪
陳
仲
甫
君
、
取
新
青
年
四
之

一一

本
。

[A] 

八
日

一晴。

玄
同
来
談
、
至

一
時
去
。
[
A
]

一
晴
。
晩
宋
紫
侃
来
。
銘
伯
先
生
来
。
夜
銭
玄
同
来
。
[B
]

十
一
日
一
晴
。
[
略
]
得
玄
同
函
。
[
略
]

[

A

]

十
五
日

一
晴
。
上
午
往
校
。
収
五
月
下
半
月
俸
、
又
収
第
五
号
新
青
年
十

冊
。
[
略

]

[

A

]

十
七
日
一
晴
。

上
午
寄
季
市
新
青
年
[
第
五
号
]
及
二
弟
講
義
共
一
巻
。

寄
二
、
三
弟
婦
信
。
[
B
]

二
十
日
一
晴
。
長
二
弟
発
向
越
中
。
晩
得
銭
玄
同
信
。
夜
雷
雨
。
[B
]

二
十
二
日
一
晴
。
[
略
]
下
午
得
和
孫
信
、
十
八
日
瀦
城
発
。
晩
小
風
雨
。

得
沈
弄
黙
信
。
夜
銭
玄
同
来
。

[
B
]

二
十
四
日
一
晴
。
[
略
]
寄
ニ
弟
信
、
附
銭
玄
同
筆
(
七
四
)
。
寄
和
孫
信
。

[略
]

[

B

]

三
十
日

一
曇
。
星
期
休
息
。
晩
銭
玄
同
来
。
[
B
]

(3
)
魯
迅
は
亡
く
な
る
二
年
前
の
一
九
三
四
年
十
二
月
に
「
病
後
雑
談
の
余
・
四
L

を
書
い
て
国
民
党
の
文
化
統
制
政
策
を
批
判
し
た
際
に
、
弁
髪
と
張
勲
の
復
僻

事
件
を
取
り
上
げ
て
い
る
。




